
第27回 日本・韓国junior交流事業日韓卓球交流大会 2023 
Japan-Korea Exchange Junior Joint Training Camp 2023 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(韓国開催・済州島西帰浦多目的体育館) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本開催・宮城県名取市民体育館） 

１ 期   日   [韓国開催] 令和５年１０月２４日（火）～ ２９日（日）５泊６日 

        [日本開催] 令和５年１１月１２日（日）～ １７日（金）５泊６日 

２ 会   場  [韓国開催] 済州島西帰浦多目的体育館   [日本開催] 名取市民体育館 

３ 宿   舎   [韓国開催] キコアンドエレインホテル  [日本開催] ホテルルートイン名取 

４ 主   催  公益財団法人日本オリンピック委員会 公益財団法人日本卓球協会 大韓民国卓球協会 

５ 主   管  公益財団法人全国高体連卓球専門部 宮城県高体連卓球専門部 宮城県卓球協会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 所属

団長 1 塚田　博文 TSUKADA HIROFUMI 全国高体連

総務 2 藤井　健 FUJII KEN 全国高体連

男子監督 3 森　雅幸 MORI MASAYUKI 白子

女子監督 4 神谷　卓磨 KAMIYA TAKUMA 愛み大瑞穂

1 北村　悠貴 KITAMURA YUKI 白子

2 鈴木　柊平 SUZUKI SHUHEI 遊学館

3 谷本　拓海 TANIMOTO TAKUMI 育英

4 薜　大斗 MASAKI DAITO 遊学館

5 菅沼　翔太 SUGANUMA SHOTA 愛工大名電

6 武智　颯汰 TAKECHI SOTA 育英

7 古山　和弥 FURUYAMA KAZUYA 三浦学苑

1 遊佐　美月 YUSA MIZUKI 愛み大瑞穂

2 髙須賀好詩乃 TAKASUKA YOSHINO 浜松修学舎

3 松元　菜音 MATSUMOTO NANON 留萌

4 桧山　夏望 HIYAMA NATSUMI 横浜隼人

5 山岸　唯菜 YAMAGISHI YUINA 新潟産大附

6 堀江　うた HORIE UTA 東洋大姫路

7 岩木　仁香 IWAKI NIKA 横浜隼人

男子選手

女子選手

選手団名簿（韓国開催）

ローマ字



 

STAFF

役　職 名　前 名前（英字） 生年月日 所属

직　무 이　름 이름(영문자) 생년월일 소속

1 団　長 宗片　信一 MUNAKATA/SHINICHI 全国高体連

2 総務 細川　健治 HOSOKAWA/KENJI 全国高体連

3 地元総務 太田　恭之 OHTA/YASUYUKI 宮城県高体連

4 男子監督 植木　大 UEKI/HIROSHI 遊学館

5 女子監督 岸　昌宏 KISHI/MASAHIRO 横浜隼人

PLAYER

役　職 名　前 名前（英字） 生年月日 所属

직　무 이　름 이름(영문자) 생년월일 소속

1 男子選手 小野　泰和 ONO/DAITO 2006/6/29 出雲北陵

2 男子選手 北村　悠貴 KITAMURA/YUKI 2007/10/30 白子

3 男子選手 鈴木　柊平 SUZUKI/SHUHEI 2006/4/23 遊学館

4 男子選手 谷本　拓海 TANIMOTO/TAKUMI 2007/9/12 育英

5 男子選手 薜　大斗 MASAKI/DAITO 2007/3/6 遊学館

6 男子選手 菅沼　翔太 SUGANUMA/SHOTA 2006/11/22 愛工大名電

7 男子選手 武智　颯汰 TAKECHI/SOTA 2006/11/5 育英

8 開催地推薦選手 津田　智貴 TSUDA/TOMOTAKA 2006/8/20 古川学園

9 開催地推薦選手 秋元　優 AKIMOTO/MASARU 2008/1/24 仙台育英

10 女子選手 青木　咲智 AOKI/SACHI 2007/4/10 四天王寺

11 女子選手 上澤　杏音 UEZAWA/ANNE 2007/2/26 香ヶ丘リベルテ

12 女子選手 遊佐　美月 YUUSA/MIZUKI 2006/12/2 愛み大瑞穂

13 女子選手 髙須賀好詩乃 TAKASUKA/YOSHINO 2008/1/21 浜松修学舎

14 女子選手 桧山　夏望 HIYAMA/NATSUMI 2006/9/19 横浜隼人

15 女子選手 山岸　唯菜 YAMAGISHI/YUINA 2006/6.18 新潟産大附

16 女子選手 附田美留姫 TSUKUTA/MIRUKI 2007/1/4 青森商業

17 開催地推薦選手 小幡　姫菜 OBATA/HINA 2008/3/2 聖ウルスラ学院

18 開催地推薦選手 大久保奈々未 OKUBO/NANAMI 2007/3/10 聖和学園

日本選手団名簿（日本開催）

JAPAN  TEAM  MEMBER



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STAFF

직　무 이름(영문자) 생년월일 소속

役　職 名前（英字） 生年月日 所属

1 단　장 박일순 PARK Il Soon 1956/6/5 한국중고탁구연맹 회장

2 총감독 음예진 Eum Ye Jin 1968/6/28 대성여상 감독

3 남자감독 조용순 CHO Yongsoon 1981/9/22 후보선수 전임지도자

4 여자감독 최진아 CHOI Jinah 1989/4/8 문산 수억고 코치

PLAYER

직　무 이름(영문자) 생년월일 소속

役　職 名前（英字） 生年月日 所属

1 남자 선수 이호윤 LEE Hoyun 2006/5/4 동산고(3)

2 남자 선수 이동혁 LEE Donghyeok 2006/4/11 두호고(2)

3 남자 선수 김민우 KIM Minwoo 2005/1/21 대광고(3)

4 남자 선수 백동훈 BACK Donghoon 2006/11/18 중원고(2)

5 남자 선수 김가온 KIM Gaon 2006/2/12 두호고(2)

6 남자 선수 이상혁 LEE Sanghyeok 2005/11/21 두호고(3)

7 남자 선수 김민수 KIM Minsoo 2005/3/26 두호고(3)

8 여자 선수 이다은 LEE Daeun 2005/3/20 수억고(3)

9 여자 선수 김성진 KIM Seongjin 2005/1/26 대송고(3)

10 여자 선수 김서현 KIM Seohyun 2004/12/1 호수돈여고(3)

11 여자 선수 이승미 LEE Seungmi 2005/1/12 독산고(3)

12 여자 선수 유예린 YOO Yerin 2008/10/4 소사중(3)

13 여자 선수 임지수 LIM Jisoo 2006/11/9 영천여고(2)

14 여자 선수 반은정 BAN Eunjung 2005/9/12 대송고(3)

한국 팀 멤버（일본개최）

이　름

名　前

이　름

名　前

KOREA  TEAM  MEMBER



日本開催日程 

 

月日/월일 時間/시간            内容／내용     備考／비고 
 
 
１ 
日 
目 

 
 

 
 

11月12日 
（日） 
(일요일) 

15:30～16:30 
16:30～17:00 
18:00～19:00 
19:30～20:00 
20:00～20:30 
20:30～22:00 
22:00 

集合 受付    집합・접수 
部屋割･日程説明･準備 방 분할・일정 설명・준비 
夕食           저녁 식사 
監督会議         감독 회의 
ミーティング   미팅 
フリータイム     자유 시간 
消灯       꺼짐 

 
韓国チーム(한국 팀) 

仁川 ９:３０発 
仙台１１:４０着 

(OZ152) 
 
 

 
 

 
２ 
日 
目 
 

  

 
 

11月13日 
（月） 

(월요일) 
 
 

      

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:20 
9:00～10:00 

10:00～12:00 
12:30～14:00 
14:00～17:30 
17:45 
18:00～19:30 
19:30～20:00 
20:00～22:00 
22:00 

起床        기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 

ホテル出発       호텔 출발 
食 事 指 導      식사 지도 
練 習            연습 
昼食       점심 식사 
試 合         경기 
体育館出発       체육관 출발 
夕食             저녁 식사 
ミーティング   미팅 
フリータイム     자유 시간 
消灯              꺼짐 

 
 
 
 
※体育館ﾒｲﾝﾌﾛｱ 
체육관메인플로어 
 
 
 
 
 

 
 

 
３ 
日 
目 
 
 

 

 
 

11月14日 
（火） 
(화요일) 

 
 
 
 

 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:20 
9:00～12:00 

12:30～14:00 
14:00～17:30 
17:45 
18:30～19:30 
19:30～20:00 
20:00～22:00 
22:00 

起床        기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 
ホテル出発       호텔 출발 
試 合           경기 
昼食       점심 식사 
試 合           경기 
体育館出発       체육관 출발 
夕食             저녁 식사 
ミーティング   미팅 
フリータイム     자유 시간 
消灯              꺼짐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
４ 
日 
目 
 
 

 

 
 

11月15日 
（水） 
(수요일) 

 
 
 
 
 

 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
8:20 
9:00～12:00 

12:30～14:00 
14:00～17:30 
17:45 
18:00～19:30 
20:00～22:00 
22:00 

起床        기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 
ホテル出発       호텔 출발 
試 合           경기 
昼食           점심 식사 
試 合           경기 
体育館出発       체육관 출발 
夕食             저녁 식사 
フリータイム     자유 시간 
消灯              꺼짐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
５ 
日 
目 
 
 
 
 

 
 

11月16日 
（木） 

(목요일) 
 
 
 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 9:00 
9:30 

10:00～12:00 
13:00～14:00 
14:00～15:30 
17:30 
18:00～19:30 
20:00～22:00 
22:00 

起床             기상 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食             아침 식사 
ホテル出発       호텔 출발 
研修             연수 
昼食       점심 식사 
研修             교육 
ホテル帰着       호텔 귀착 
夕食             저녁 식사 
フリータイム     자유 시간 
消灯              꺼짐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
６ 
日 
目 

 
 

11月17日 
（金） 

(금요일) 

6:30 
6:40～ 7:00 
7:00～ 8:00 
10:00 
10:00～ 

起床             소등 
モーニングアップ 모닝 업 
朝食       아침 식사 
韓国選手 出発   한국 선수 출발 
反省会、閉会式   반성회 폐회식 
解散             해산 

 
韓国チーム(한국 팀) 

仙台１２：４０発 
仁川１５：２５着 

(OZ151) 

     

 



 

Boys Individual Competition ／男子個人戦［ROUND１]

5 － 11 2 － 11 11 － 5 11 － 8 11 － 4 12 － 14 11 － 5

4 － 11 11 － 9 4 － 11 7 － 11 11 － 7 11 － 5 7 － 11

7 － 11 7 － 11 7 － 11 13 － 11 9 － 11 17 － 15 11 － 7

－ 4 － 11 11 － 5 9 － 11 9 － 11 12 － 10 9 － 11

－ － 7 － 11 11 － 9 6 － 11 － 11 － 7

11 － 7 11 － 9 14 － 12 10 － 12 9 － 11 9 － 11 11 － 9

3 － 11 9 － 11 9 － 11 6 － 11 11 － 6 6 － 11 6 － 11

12 － 10 10 － 12 12 － 10 11 － 9 7 － 11 11 － 9 5 － 11

11 － 9 4 － 11 11 － 7 8 － 11 11 － 9 5 － 11 9 － 11

－ － － － 11 － 13 － －

12 － 14 11 － 2 9 － 11 12 － 10 8 － 11 10 － 12 13 － 11

11 － 7 11 － 3 16 － 18 12 － 10 11 － 6 12 － 10 11 － 6

6 － 11 11 － 9 6 － 11 11 － 8 11 － 6 11 － 4 8 － 11

11 － 6 － － － 11 － 9 10 － 12 11 － 9

11 － 9 － － － － 11 － 13 －

8 － 11 11 － 5 5 － 11 10 － 12 10 － 12 11 － 5 15 － 13

11 － 8 9 － 11 11 － 3 11 － 5 9 － 11 11 － 5 6 － 11

13 － 15 12 － 10 3 － 11 2 － 11 13 － 11 6 － 11 13 － 11

11 － 8 11 － 9 11 － 9 8 － 11 11 － 4 11 － 7 11 － 9

11 － 8 －  6 － 11 － 9 － 11 － －

11 － 6 11 － 3 13 － 11 11 － 6 5 － 11 11 － 9 11 － 7

11 － 7 11 － 9 11 － 6 11 － 13 15 － 13 9 － 11 11 － 7

12 － 10 7 － 11 11 － 7 11 － 6 11 － 5 19 － 17 11 － 9

－ 11 － 5 － 11 － 6 5 － 11 11 － 6 －

－ － － － 11 － 7 － －

6 － 11 10 － 12 5 － 11 7 － 11 9 － 11 11 － 4 11 － 2

8 － 11 8 － 11 8 － 11 11 － 5 4 － 11 11 － 8 11 － 5

11 － 6 11 － 7 11 － 9 9 － 11 11 － 9 4 － 11 11 － 2

11 － 3 11 － 9 9 － 11 9 － 11 11 － 3 6 － 11 －

11 － 6 7 － 11 － － 11 － 9 11 － 4 －

0 － 11 11 － 5 11 － 8 8 － 11 6 － 11 8 － 11 9 － 11

0 － 11 12 － 10 11 － 7 7 － 11 7 － 11 9 － 11 7 － 11

0 － 11 7 － 11 12 － 10 11 － 8 10 － 12 11 － 3 11 － 6

－ 7 － 11 － 10 － 11 － 11 － 4 11 － 5

－ 11 － 7 － － － 4 － 11 11 － 8

6 － 11 10 － 12 11 － 5 11 － 9 2 － 11 11 － 6 13 － 15

11 － 8 11 － 8 11 － 6 11 － 4 11 － 8 11 － 7 14 － 12

10 － 12 9 － 11 11 － 4 4 － 11 11 － 8 11 － 8 11 － 9

11 － 8 8 － 11 － 6 － 11 16 － 14 － 11 － 4

7 － 11 － － 11 － 5 － － －

11 － 4 9 － 11 5 － 11 10 － 12 10 － 12 11 － 13 11 － 9

11 － 6 6 － 11 8 － 11 11 － 7 12 － 10 11 － 4 8 － 11

11 － 6 7 － 11 10 － 12 5 － 11 8 － 11 7 － 11 11 － 9

－ － － 11 － 9 11 － 9 15 － 13 11 － 9

－ － － 11 － 7 6 － 11 11 － 9 －

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회

第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

Japan

日本

1 2 3 4 5 6 7

W / L

SUZUKI SHUHEI TANIMOTO TAKUMI MASAKI DAITO SUGANUMA SHOTA TAKECHI SOTA FURUYAMA KAZUYA

Korea

韓國

北 村 悠 貴 鈴 木 柊 平 谷 本 拓 海 薜 大 斗

/ 4

菅 沼 翔 太 武 智 颯 汰 古 山 和 弥

KITAMURA YUKI

이호윤

0 3 1 3 2 3

2

이동혁

3 1

3 2 3

김민우

3 2 3

2

1

LEE Hoyun

3 2 2 3 3 1

/ 5
LEE Donghyeok

2 3 1 3 1 31 3 3 1 1 3

/ 2
KIM Minwoo

4

백동훈

3 2

1 2 3 3 1 50 0 3 3 0 33

4 / 3
BACK donghoon

2 3 3 1 3 13 2 2 3 1 3

KIM Gaon

6

이상혁

3 2

25

김가온

3 0 3

LEE Sanghyeok

2 3 1 3 1 3

/ 4

3 1 3 0 71 3 0 3 1 3 / 0

4 / 33 2 3 2 3 0

KIM Minsoo

8

권혁

2 3

37

김민수

0 3 3 2 3 3 2 32 3 0 1 3 0

5 / 2
KWON Hyuk

3 1 3 0 3 11 3 3 0 3 2

3 3 2 29

최지욱

3 0 0

/ 4 5 / 4 4

/ 3
CHOI Jiwook

W / L 3 / 6 5

3 3 2 3 1 43 0

/ 6 1 / 8/ 5 5 / 4 3



 

Boys Individual Competition ／男子個人戦［ROUND２]

4 － 11 5 － 11 11 － 6 11 － 6 11 － 6 11 － 7 9 － 11

8 － 11 9 － 11 11 － 8 4 － 11 3 － 11 11 － 6 11 － 7

11 － 8 7 － 11 11 － 1 11 － 5 11 － 5 16 － 18 11 － 6

6 － 11 － － 5 － 11 7 － 11 8 － 11 11 － 5

－ － － 11 － 3 11 － 2 11 － 6 －

7 － 11 11 － 7 11 － 6 5 － 11 6 － 11 3 － 11 11 － 4

11 － 9 9 － 11 11 － 9 5 － 11 8 － 11 12 － 10 4 － 11

11 － 7 5 － 11 11 － 9 11 － 8 11 － 3 14 － 12 14 － 16

11 － 4 11 － 9 － 7 － 11 8 － 11 6 － 11 14 － 12

－ 5 － 11 － － － 11 － 7 11 － 4

5 － 11 9 － 11 9 － 11 11 － 3 11 － 7 9 － 11 13 － 11

7 － 11 11 － 8 13 － 11 11 － 9 7 － 11 11 － 5 12 － 10

8 － 11 11 － 0 7 － 11 11 － 8 8 － 11 4 － 11 9 － 11

－ 11 － 0 5 － 11 － 11 － 13 11 － 8 11 － 8

－ － － － － 11 － 9 －

11 － 6 11 － 0 11 － 9 11 － 8 9 － 11 11 － 5 10 － 12

13 － 11 11 － 0 7 － 11 9 － 11 11 － 9 11 － 7 11 － 7

11 － 6 11 － 0 11 － 6 14 － 12 11 － 7 13 － 11 2 － 11

－ － 22 － 20 8 － 11 11 － 8 － 10 － 12

－ － － 11 － 4 － － －

8 － 11 11 － 9 11 － 8 7 － 11 11 － 7 6 － 11 9 － 11

7 － 11 11 － 8 11 － 5 8 － 11 9 － 11 11 － 6 11 － 5

7 － 11 9 － 11 11 － 8 9 － 11 7 － 11 19 － 17 7 － 11

－ 10 － 12 － － 6 － 11 11 － 8 11 － 5

－ 11 － 9 － － － 11 － 3 11 － 5

11 － 7 11 － 8 11 － 6 11 － 7 11 － 9 4 － 11 13 － 11

4 － 11 11 － 6 7 － 11 9 － 11 11 － 4 12 － 14 8 － 11

5 － 11 11 － 6 11 － 4 11 － 8 11 － 5 11 － 6 11 － 5

11 － 7 － 11 － 9 18 － 16 － 11 － 6 11 － 5

11 － 7 － － － － 9 － 11 －

8 － 11 11 － 0 7 － 11 15 － 13 5 － 11 11 － 5 11 － 7

11 － 9 11 － 0 9 － 11 8 － 11 11 － 8 7 － 11 11 － 4

11 － 7 11 － 0 11 － 9 8 － 11 5 － 11 9 － 11 11 － 9

6 － 11 － 11 － 7 11 － 7 8 － 11 10 － 12 －

9 － 11 － 11 － 9 11 － 7 － － －

5 － 11 7 － 11 10 － 12 2 － 11 7 － 11 9 － 11 6 － 11

2 － 11 9 － 11 6 － 11 8 － 11 11 － 6 5 － 11 11 － 8

7 － 11 8 － 11 7 － 11 12 － 10 9 － 11 11 － 4 4 － 11

－ － － 11 － 9 5 － 11 9 － 11 11 － 7

－ － － 8 － 11 － － 11 － 6

9 － 11 3 － 11 13 － 11 6 － 11 11 － 8 11 － 9 7 － 11

11 － 8 12 － 10 6 － 11 4 － 11 9 － 11 7 － 11 11 － 7

6 － 11 9 － 11 12 － 10 11 － 8 11 － 9 11 － 4 7 － 11

3 － 11 11 － 8 11 － 9 11 － 3 11 － 9 3 － 11 11 － 6

－ 11 － 7 － 8 － 11 － 11 － 3 7 － 11

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회

第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

Japan

日本

1 2 3 4 5 6 7

W / L

SUZUKI SHUHEI TANIMOTO TAKUMI MASAKI DAITO SUGANUMA SHOTA TAKECHI SOTA FURUYAMA KAZUYA

Korea

韓國

北 村 悠 貴 鈴 木 柊 平 谷 本 拓 海 薜 大 斗

/ 2

菅 沼 翔 太 武 智 颯 汰 古 山 和 弥

KITAMURA YUKI

이호윤

1 3 0 3 3 0

2

이동혁

3 1

3 1 5

김민우

0 3 3

4

1

LEE Hoyun

3 2 3 2 3 2

/ 3
LEE Donghyeok

1 3 3 2 3 22 3 3 0 1 3

/ 3
KIM Minwoo

4

백동훈

3 0

3 3 2 3 1 41 1 3 3 0 13

6 / 1
BACK donghoon

3 1 3 0 1 33 0 3 1 3 2

KIM Gaon

6

이상혁

3 2

35

김가온

0 3 3

LEE Sanghyeok

3 0 3 1 3 1

/ 3

4 1 3 2 42 3 0 0 3 1 / 3

6 / 13 0 2 3 3 1

KIM Minsoo

8

권혁

0 3

37

김민수

2 3 3 1 3 3 0 40 3 2 3 2 1

1 / 6
KWON Hyuk

1 3 1 3 3 20 3 0 3 2 3

1 2 3 39

최지욱

1 3 3

/ 6 2 / 7 4

/ 3
CHOI Jiwook

W / L 6 / 3 3

1 3 2 2 3 42 3

/ 6 2 / 7/ 5 5 / 4 3



 

Girls Individual Competition ／女子個人戦［ROUND１］

9 － 11 11 － 8 11 － 3 8 － 11 13 － 11 9 － 11 7 － 11

11 － 4 11 － 4 11 － 3 6 － 11 11 － 9 11 － 2 11 － 4

11 － 9 14 － 16 11 － 8 5 － 11 11 － 5 11 － 9 6 － 11

11 － 3 11 － 7 － － － 11 － 9 11 － 2

－ － － － － － 10 － 12

10 － 12 11 － 5 11 － 7 9 － 11 15 － 13 11 － 4 11 － 9

8 － 11 11 － 8 8 － 11 12 － 14 11 － 8 11 － 3 11 － 8

11 － 4 11 － 8 11 － 7 6 － 11 11 － 9 11 － 4 11 － 9

8 － 11 － 11 － 7 － － － －

－ － － － － － －

9 － 11 8 － 11 3 － 11 6 － 11 9 － 11 11 － 7 11 － 8

12 － 10 10 － 12 11 － 5 10 － 12 5 － 11 11 － 9 8 － 11

4 － 11 11 － 6 6 － 11 11 － 8 8 － 11 9 － 11 11 － 9

9 － 11 11 － 9 13 － 11 15 － 13 － 11 － 4 5 － 11

－ 9 － 11 6 － 11 11 － 4 － － 8 － 11

8 － 11 11 － 8 7 － 11 11 － 6 6 － 11 11 － 8 11 － 9

14 － 12 11 － 9 11 － 6 3 － 11 11 － 5 5 － 11 11 － 5

11 － 9 11 － 5 11 － 9 6 － 11 13 － 11 11 － 6 6 － 11

9 － 11 － 11 － 7 11 － 6 11 － 6 5 － 11 11 － 9

12 － 10 － － 14 － 12 － 11 － 7 －

9 － 11 11 － 2 11 － 7 8 － 11 9 － 11 11 － 13 8 － 11

12 － 10 14 － 12 11 － 13 10 － 12 16 － 14 11 － 9 7 － 11

8 － 11 10 － 12 11 － 8 11 － 9 11 － 13 11 － 6 4 － 11

11 － 6 8 － 11 12 － 10 5 － 11 10 － 12 7 － 11 －

8 － 11 12 － 10 － － － 11 － 7 －

3 － 11 11 － 9 8 － 11 11 － 7 13 － 11 11 － 5 11 － 5

8 － 11 7 － 11 11 － 7 10 － 12 11 － 7 11 － 7 12 － 10

11 － 5 11 － 6 11 － 7 8 － 11 11 － 6 4 － 11 11 － 4

11 － 7 11 － 9 11 － 5 4 － 11 － 6 － 11 －

6 － 11 － － － － 12 － 10 －

11 － 9 11 － 8 11 － 5 11 － 7 11 － 7 11 － 7 9 － 11

13 － 11 9 － 11 5 － 11 7 － 11 11 － 9 8 － 11 11 － 6

8 － 11 3 － 11 11 － 9 11 － 4 11 － 6 11 － 4 7 － 11

11 － 6 11 － 4 11 － 13 6 － 11 － 11 － 6 9 － 11

－ 11 － 7 6 － 11 6 － 11 － － －

7 － 11 4 － 11 11 － 9 9 － 11 6 － 11 4 － 11 6 － 11

4 － 11 8 － 11 9 － 11 8 － 11 12 － 10 9 － 11 11 － 8

4 － 11 11 － 9 11 － 8 3 － 11 4 － 11 11 － 8 7 － 11

－ 11 － 4 11 － 6 － 11 － 8 4 － 11 12 － 10

－ 11 － 3 － － 11 － 7 － 7 － 11

7 － 11 11 － 6 9 － 11 5 － 11 11 － 9 6 － 11 11 － 7

11 － 2 11 － 8 13 － 11 10 － 12 6 － 11 12 － 10 8 － 11

11 － 9 4 － 11 11 － 7 11 － 4 11 － 4 6 － 11 3 － 11

7 － 11 11 － 7 7 － 11 9 － 11 9 － 11 7 － 11 6 － 11

11 － 5 － 13 － 11 － 11 － 9 － －

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회

第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

Japan

日本

1 2 3 4 5 6 7

W / L

TAKASUKA YOSHINO MATSUMOTO NANON HIYAMA NATSUMI YAMAGISHI YUINA HORIE UTA IWAKI NIKA

Korea

韓國

遊 佐 美 月 髙須賀好詩乃 松 元 菜 音 桧 山 夏 望 山 岸 唯 菜

/ 2

堀 江 う た 岩 木 仁 香

YUSA MIZUKI

이다은

3 1 3 1 3 0

2

김성진

1 3

2 3 5

김서현

1 3 2

5

1

LEE Daeun

0 3 3 0 3 1

/ 2
KIM Seongjin

3 0 3 0 3 03 0 3 1 0 3

/ 5
KIM Seohyun

4

이승미

3 2

3 3 1 2 3 23 2 3 3 2 03

7 / 0
LEE Seungmi

3 1 3 2 3 13 0 3 1 3 2

YOO Yerin

6

임지수

2 3

35

유예린

2 3 3

LIM Jisoo

3 1 3 1 1 3

/ 3

3 2 0 3 32 3 1 1 3 1 / 4

5 / 23 0 3 2 3 0

BAN Eunjung

8

김다희

0 3

07

반은정

3 1 3 3 1 1 3 42 2 3 2 3 3

3 / 4
KIM Dahee

3 2 1 3 2 33 2 3 1 0 3

2 1 3 39

이다연

3 2 3

/ 8 2 / 7 7

/ 3
LEE Dayeon

W / L 5 / 4 1

2 1 3 1 3 41 3

/ 7 6 / 3/ 2 2 / 7 2



 

Girls Individual Competition ／女子個人戦［ROUND２］

11 － 7 11 － 3 12 － 10 9 － 11 11 － 8 11 － 9 11 － 8

11 － 8 11 － 4 9 － 11 11 － 7 11 － 7 11 － 7 11 － 8

11 － 7 11 － 3 7 － 11 9 － 11 11 － 7 11 － 9 11 － 8

－  －  6 － 11 10 － 12 － － －

－ － － － － － －

11 － 6 11 － 3 11 － 9 17 － 15 11 － 6 11 － 5 4 － 11

11 － 1 11 － 4 11 － 3 11 － 7 15 － 13 11 － 5 15 － 13

11 － 3 11 － 7 11 － 5 11 － 5 11 － 6 13 － 11 7 － 11

－ － － － － － 11 － 9

－ － － － － － 11 － 6

11 － 7 11 － 6 11 － 4 11 － 6 11 － 8 11 － 9 13 － 11

8 － 11 10 － 12 11 － 8 13 － 15 10 － 12 11 － 3 11 － 7

11 － 6 11 － 8 11 － 9 11 － 5 8 － 11 11 － 3 11 － 1

11 － 8 11 － 9 － 6 － 11 3 － 11 － －

－ － － 13 － 15 － － －

11 － 13 11 － 3 13 － 11 6 － 11 11 － 3 11 － 3 12 － 10

8 － 11 9 － 11 11 － 7 14 － 12 11 － 4 11 － 13 11 － 9

11 － 5 14 － 12 11 － 8 11 － 5 11 － 7 11 － 6 9 － 11

5 － 11 11 － 6 － 7 － 11 － 11 － 9 11 － 3

－ － － 11 － 6 － － －

2 － 11 11 － 8 11 － 7 11 － 8 11 － 9 12 － 10 11 － 9

13 － 11 11 － 9 11 － 7 8 － 11 12 － 10 11 － 7 11 － 4

11 － 6 12 － 10 11 － 7 9 － 11 11 － 5 9 － 11 1 － 11

8 － 11 － － 11 － 5 － 11 － 7 11 － 7

7 － 11 － － 10 － 12 － － －

11 － 6 14 － 12 11 － 7 11 － 13 12 － 10 11 － 9 8 － 11

11 － 7 11 － 3 11 － 9 11 － 9 11 － 9 11 － 4 11 － 8

11 － 8 3 － 11 12 － 14 9 － 11 9 － 11 6 － 11 11 － 6

－ 11 － 8 11 － 3 12 － 14 11 － 3 11 － 5 11 － 9

－ － － － －  －  －

3 － 11 15 － 13 10 － 12 8 － 11 11 － 7 4 － 11 4 － 11

6 － 11 9 － 11 9 － 11 8 － 11 6 － 11 8 － 11 9 － 11

11 － 4 11 － 8 6 － 11 11 － 7 11 － 2 2 － 11 5 － 11

11 － 4 16 － 18 － 8 － 11 7 － 11 － －

11 － 4 11 － 8 － － 9 － 11 － －

9 － 11 11 － 4 11 － 9 11 － 9 7 － 11 9 － 11 7 － 11

11 － 6 13 － 11 11 － 7 6 － 11 11 － 8 11 － 6 11 － 13

9 － 11 9 － 11 11 － 8 11 － 8 11 － 8 11 － 6 2 － 11

11 － 9 11 － 7 － 11 － 8 11 － 1 6 － 11 －

12 － 10 － － － － 6 － 11 －

8 － 11 9 － 11 5 － 11 11 － 13 6 － 11 7 － 11 4 － 11

16 － 18 11 － 8 7 － 11 6 － 11 11 － 9 11 － 2 9 － 11

11 － 7 11 － 5 8 － 11 4 － 11 13 － 15 11 － 8 5 － 11

10 － 12 11 － 8 － － 11 － 13 8 － 11 －

－ － － －  －  9 － 11 －

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회

第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

Japan

日本

1 2 3 4 5 6 7

W / L

TAKASUKA YOSHINO MATSUMOTO NANON HIYAMA NATSUMI YAMAGISHI YUINA HORIE UTA IWAKI NIKA

Korea

韓國

遊 佐 美 月 髙須賀好詩乃 松 元 菜 音 桧 山 夏 望 山 岸 唯 菜

/ 2

堀 江 う た 岩 木 仁 香

YUSA MIZUKI

이다은

3 0 3 0 1 3

2

김성진

3 0

3 0 5

김서현

3 1 3

7

1

LEE Daeun

1 3 3 0 3 0

/ 0
KIM Seongjin

3 0 3 0 3 23 0 3 0 3 0

/ 2
KIM Seohyun

4

이승미

1 3

3 3 0 3 0 51 3 0 2 3 13

6 / 1
LEE Seungmi

3 0 3 1 3 13 1 3 0 3 2

YOO Yerin

6

임지수

3 0

05

유예린

2 3 3

LIM Jisoo

3 1 3 1 1 3

/ 5

3 1 3 1 50 3 0 2 3 3 / 2

6 / 13 1 3 1 3 1

BAN Eunjung

8

김다희

3 2

37

반은정

3 2 3 0 3 0 3 22 0 3 1 3 2

5 / 2
KIM Dahee

3 1 2 3 0 33 1 3 0 3 1

3 0 3 19

이다연

1 3 3

/ 9 3 / 6 6

/ 6
LEE Dayeon

W / L 3 / 6 0

3 2 3 0 3 11 0

/ 6 3 / 6/ 3 3 / 6 3



 

Boys Team Competition /男子団体戦［ROUND１］

No No

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

FURUYAMA

KAZUYA

TAKECHI SOTA

CHOI Jiwook

KIM Gaon

LEE Sanghyeok

BACK donghoon

LEE Hoyun

LEE Donghyeok

KWON Hyuk

0

1

11 5

11

3

0

0

7

12

개최기간: 2023. 10. 24. ~ 29.　개최지: 대한민국, 제주도

開催期間: 2023. 10. 24. ~ 29.　開催地: 大韓民国, 済州島

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회
第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

3 2

2 3
TANIMOTO

TAKUMI

SUZUKI

SHUHEI
1

NAME NAME

Korea / 韓國

2

10

11

11 7

10

3 1

11

7

11

7

MASAKI DAITO

SUGANUMA

SHOTA

5 11

11 7

3

3

11 8

11 5

12

11 8

11 8

11 9

11 9

KITAMURA

YUKI

12 10

11

Japan / 日本－6 1

11

7

9

9

11

14 12

8 11

11

11 9

11 7

5

9

4

3

11 9

3

7

11 8

6 3



 

Boys Team Competition /男子団体戦［ROUND１］

No No

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회
第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

開催期間: 2023. 10. 24. ~ 29.　開催地: 大韓民国, 済州島

7

11 8

LEE Donghyeok
3

8 11

2
FURUYAMA KAZUYA

11 8

12 14

11 8

6

17 15

BACK donghoon
3

11 9

0
TAKECHI SOTA

11 8

5

5 11

KWON Hyuk
1

11 13

3
MASAKI DAITO

11 8

8 11

4

8 11

LEE Hoyun
2

11 5

3
TANIMOTO TAKUMI

4 11

11 2

5 11

3

11 7

KIM Gaon
2

7 11

3
SUZUKI SHUHEI

4 11

14 12

12 14

2

11 3

CHOI Jiwook
3

7 11

1
KITAMURA YUKI

15 13

14 12

개최기간: 2023. 10. 24. ~ 29.　개최지: 대한민국, 제주도

Korea / 韓國
4 － 3

Japan / 日本
NAME NAME

1

11 9

KIM Minwoo
3

8 11

1
SUGANUMA SHOTA

12 10

11 9



 

Girls Team Competition １/女子団体戦　１

No No

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

YAMAGISHI

YUINA

TAKASUKA

YOSHINO

BAN Eunjung

LEE Dayeon

LEE Daeun

YOO Yerin

KIM Seongjin

KIM Dahee

LIM Jisoo

YUSA MIZUKI

2

1

11 5

7

3

0

1

11 7

8

개최기간: 2023. 10. 24. ~ 29.　개최지: 대한민국, 제주도

開催期間: 2023. 10. 24. ~ 29.　開催地: 大韓民国, 済州島

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회
第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

3 0

3 0

HIYAMA

NATSUMI
1

NAME NAME

Korea / 韓國

2

8

8

3 0

9

11

11

11

MATSUMOTO

NANON

HORIE UTA

3

9

11 7

11

11 4

11 9

11 4

11 9

IWAKI NIKA

8 11

11

Japan / 日本
－7 0

7

5

6

11

11

11 4

11 9

11

11 8

11 3

5

11

4

3

7 11

11 4

9 11

3

7

9 11

6 3



 

Girls Team Competition ２ /女子団体戦　２

No No

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

IWAKI NIKA
12 14

11 7

7

12 10

YOO Yerin
3

11 7

1

6

7 11

BAN Eunjung
0

6 11

3
TAKASUKA YOSHINO

9 11

5

9 11

KIM Dahee
3

11 5

1
YAMAGISHI YUINA

11 9

11 7

4

11 8

KIM Seongjin
3

11 7

0
YUSA MIZUKI

11 8

3

11 9

LIM Jisoo
3

11 9

0
HORIE UTA

11 3

2

8 11

LEE Daeun
1

13 15

3
HIYAMA NATSUMI

2 11

 

1

11 6

KIM Seohyun
3

12 10

1
MATSUMOTO NANON

6 11

11 8

개최기간: 2023. 10. 24. ~ 29.　개최지: 대한민국, 제주도

제27회 한국・일본우수청소년탁구교류대회
第27回　日本・韓國ジュニア卓球交流大会

Korea / 韓國
5 － 2

Japan / 日本
NAME NAME

開催期間: 2023. 10. 24. ~ 29.　開催地: 大韓民国, 済州島



 

Boys Individual Competition ／男子個人戦

11 － 8 10 － 12 7 － 11 － 8 － 11 11 － 6 11 － 8

10 － 12 11 － 9 13 － 11 － 4 － 11 4 － 11 11 － 6

13 － 11 11 － 5 11 － 7 － 12 － 10 9 － 11 11 － 6

10 － 12 9 － 11 7 － 11 － 11 － 6 23 － 21 －

5 － 11 11 － 4 11 － 8 － 7 － 11 11 － 7 －

12 － 10 11 － 9 11 － 5 12 － 10 12 － 10 6 － 11 7 － 11

11 － 5 11 － 5 11 － 8 9 － 11 11 － 7 9 － 11 5 － 11

12 － 10 11 － 7 6 － 11 11 － 6 8 － 11 13 － 11 11 － 9

－ － 9 － 11 6 － 11 12 － 10 6 － 11 11 － 6

－ － 6 － 11 4 － 11 － － 7 － 11

6 － 11 9 － 11 12 － 10 － 7 － 11 11 － 7 11 － 4

8 － 11 11 － 5 11 － 8 － 11 － 7 11 － 9 5 － 11

7 － 11 11 － 1 11 － 8 － 6 － 11 11 － 5 11 － 9

－ 11 － 5 － － 3 － 11 － 6 － 11

－ － － － － － 11 － 8

4 － 11 12 － 10 11 － 3 12 － 10 11 － 4 14 － 12 11 － 7

11 － 9 11 － 8 9 － 11 7 － 11 11 － 9 11 － 7 11 － 7

4 － 11 11 － 8 12 － 10 17 － 15 6 － 11 11 － 5 11 － 6

4 － 11 － 11 － 8 11 － 8 22 － 24 － －

－ － － － 7 － 11 － －

8 － 11 11 － 8 9 － 11 － 12 － 10 6 － 11 11 － 6

14 － 12 11 － 7 11 － 5 － 11 － 8 12 － 14 11 － 7

11 － 8 12 － 10 11 － 13 － 11 － 9 11 － 9 8 － 11

11 － 6 － 11 － 7 － － 6 － 11 2 － 11

－ － 11 － 9 － － － 6 － 11

9 － 11 5 － 11 11 － 9 － 11 － 9 7 － 11 9 － 11

7 － 11 11 － 8 11 － 8 － 6 － 11 11 － 8 11 － 5

7 － 11 11 － 7 8 － 11 － 11 － 8 6 － 11 11 － 9

－ 11 － 5 11 － 9 － 11 － 9 8 － 11 11 － 4

－ － － － － － －

6 － 11 11 － 9 11 － 8 14 － 16 10 － 12 8 － 11 7 － 11

5 － 11 15 － 13 6 － 11 11 － 4 11 － 8 8 － 11 4 － 11

17 － 15 7 － 11 11 － 8 2 － 11 7 － 11 13 － 11 4 － 11

4 － 11 11 － 2 11 － 6 5 － 11 11 － 9 4 － 11 －

－ － － － 7 － 11 － －

11 － 13 7 － 11 3 － 11 6 － 11 7 － 11 5 － 11 7 － 11

6 － 11 10 － 12 11 － 5 2 － 11 11 － 7 6 － 11 2 － 11

6 － 11 7 － 11 4 － 11 9 － 11 8 － 11 2 － 11 6 － 11

－ － 4 － 11 － 7 － 11 － －

－ － － － － － －

15 － 13 6 － 11 9 － 11 8 － 11 9 － 11 8 － 11 7 － 11

11 － 13 6 － 11 7 － 11 11 － 6 15 － 13 9 － 11 6 － 11

2 － 11 11 － 5 5 － 11 13 － 15 7 － 11 5 － 11 9 － 11

3 － 11 9 － 11 － 8 － 11 3 － 11 － －

－ － － － － － －

Korea

韓國

1 2 3 4 5 6 7

W / L

LEE Donghyeok KIM Minwoo BACK Donghoon KIM Gaon LEE Sanghyeok KIM MinsooJapan

日本

이 호 윤 이 동 혁 김 민 우 백 동 훈 김 가 온 이 상 혁 김 민 수

LEE Hoyun

/ 2
ONO/DAITO

2 3 3 2

小野　泰和

2 3 3 2 3 2

2

北村　悠貴

3 0

3 0 4

鈴木　柊平

0 3 3

3

1

/ 4
KITAMURA/YUKI

3 1 1 3 2 33 0 2 3 2 3

/ 2
SUZUKI/SHUHEI

4

谷本　拓海

1 3

3 3 0 3 2 41 3 0 13

5 / 2
TANIMOTO/TAKUMI

2 3 3 0 3 03 0 3 1 3 1

MASAKI/DAITO

6

菅沼　翔太

0 3

05

薜　大斗

3 1 3

SUGANUMA/SHOTA

3 1 3 1

/ 5

1 3 2 3 40 3 2 3 / 2

4 / 23 1 1 3 3 1

TAKECHI/SOTA

8

津田　智貴

0 3

37

武智　颯汰

1 3 3 1 3 0 3 21 3 1 1 3 2

0 / 7
TSUDA/TOMOTAKA

1 3 0 3 0 30 3 1 3 0 3

3 1 3 19

秋元　優

1 3 1

/ 7 3 / 6 4

/ 7
AKIMOTO/MASARU

W / L 7 / 2 2

3 0 3 0 3 03 0

/ 3 5 / 4/ 1 6 / 3 6



 

Boys Individual Competition ／男子個人戦

11 － 7 11 － 9 11 － 8 7 － 11 4 － 11 10 － 12 5 － 11

8 － 11 11 － 9 13 － 11 8 － 11 4 － 11 14 － 12 11 － 4

16 － 18 10 － 12 11 － 8 11 － 8 11 － 13 4 － 11 6 － 11

11 － 6 11 － 9 － 11 － 8 － 11 － 8 9 － 11

6 － 11 － － 12 － 14 － 7 － 11 －

11 － 13 11 － 7 8 － 11 11 － 5 11 － 13 8 － 11 11 － 3

9 － 11 6 － 11 9 － 11 4 － 11 11 － 9 11 － 3 5 － 11

13 － 11 11 － 3 10 － 12 9 － 11 6 － 11 11 － 5 11 － 8

11 － 6 12 － 10 － 9 － 11 7 － 11 4 － 11 4 － 11

8 － 11 － － － － 10 － 12 4 － 11

11 － 7 9 － 11 13 － 11 9 － 11 7 － 11 11 － 7 4 － 11

8 － 11 11 － 5 7 － 11 13 － 15 11 － 5 8 － 11 11 － 8

11 － 6 11 － 6 11 － 8 10 － 12 12 － 14 10 － 12 13 － 11

11 － 9 11 － 6 10 － 12 － 11 － 9 8 － 11 2 － 11

－ － 7 － 11 － 11 － 8 － 5 － 11

11 － 7 10 － 12 9 － 11 11 － 7 12 － 10 9 － 11 10 － 12

11 － 9 9 － 11 6 － 11 13 － 15 6 － 11 11 － 2 11 － 9

10 － 12 8 － 11 5 － 11 11 － 8 10 － 12 6 － 11 11 － 7

19 － 17 － － 12 － 10 11 － 3 6 － 11 11 － 7

－ － － － 12 － 10 － －

4 － 11 8 － 11 9 － 11 11 － 8 5 － 11 10 － 12 11 － 9

7 － 11 11 － 3 11 － 9 9 － 11 11 － 7 8 － 11 8 － 11

11 － 6 12 － 10 11 － 7 11 － 8 11 － 8 8 － 11 11 － 5

11 － 7 12 － 10 11 － 13 11 － 7 12 － 14 － 11 － 4

9 － 11 － 11 － 8 － 11 － 3 － －

10 － 12 12 － 10 11 － 6 11 － 4 3 － 11 11 － 9 11 － 8

9 － 11 13 － 11 11 － 5 9 － 11 7 － 11 6 － 11 8 － 11

9 － 11 12 － 10 8 － 11 11 － 7 8 － 11 9 － 11 8 － 11

－ － 11 － 2 8 － 11 － 11 － 9 11 － 9

－ － － 4 － 11 － 11 － 8 12 － 10

11 － 6 11 － 8 11 － 9 9 － 11 11 － 7 12 － 10 4 － 11

6 － 11 11 － 8 7 － 11 11 － 4 6 － 11 4 － 11 2 － 11

7 － 11 9 － 11 9 － 11 9 － 11 11 － 9 12 － 10 5 － 11

5 － 11 11 － 8 11 － 7 11 － 3 5 － 11 8 － 11 －

－ － 10 － 12 9 － 11 － 4 － 11 －

8 － 11 11 － 13 11 － 5 10 － 12 8 － 11 3 － 11 6 － 11

11 － 9 10 － 12 15 － 17 13 － 15 9 － 11 6 － 11 9 － 11

9 － 11 19 － 17 9 － 11 4 － 11 8 － 11 3 － 11 9 － 11

7 － 11 7 － 11 11 － 4 － － － －

－ － 10 － 12 － － － －

4 － 11 9 － 11 4 － 11 11 － 6 9 － 11 7 － 11 7 － 11

5 － 11 11 － 9 7 － 11 7 － 11 3 － 11 5 － 11 8 － 11

6 － 11 4 － 11 14 － 12 4 － 11 7 － 11 1 － 11 11 － 13

－ 11 － 7 7 － 11 7 － 11 － － －

－ 4 － 11 － － － － －

/ 1 6 / 3/ 2 5 / 3 8/ 6 6 / 3 7

/ 7
AKIMOTO/MASARU

W / L 7 / 2 3

3 0 3 0 3 03 1 3 1 3 09

秋元　優

0 3 2

0 / 7
TSUDA/TOMOTAKA

0 3 0 3 0 31 3 2 3 0 3

2 3 0 3 11 2 3 2 3 2

TAKECHI/SOTA

8

津田　智貴

1 3

27

武智　颯汰

1 3 3 / 5

0 3 3 1 51 3 2 3 1 3 / 2

4 / 30 3 3 2 3 2

MASAKI/DAITO

6

菅沼　翔太

0 3

25

薜　大斗

2 3 3

SUGANUMA/SHOTA

3 0 3 1 2 3

4 / 3
TANIMOTO/TAKUMI

3 2 1 3 3 10 3 0 3 3 1

/ 4
SUZUKI/SHUHEI

4

谷本　拓海

3 1

2 1 3 2 3 31 2 3 0 3 33

/ 6
KITAMURA/YUKI

1 3 2 3 2 33 1 0 3 1 32

北村　悠貴

2 3

1 3 2

鈴木　柊平

3 1 3

1

1 / 5
ONO/DAITO

2 3 0 3 2 3

小野　泰和

2 3 3 1 3 0

김 민 수

LEE Hoyun

Korea

韓國

1 2 3 4 5 6 7

W / L

LEE Donghyeok KIM Minwoo BACK Donghoon KIM Gaon LEE Sanghyeok KIM MinsooJapan

日本

이 호 윤 이 동 혁 김 민 우 백 동 훈 김 가 온 이 상 혁



 

Girls Individual Competition ／女子個人戦

11 － 6 11 － 7 11 － 7 11 － 6 9 － 11 13 － 11 11 － 8

11 － 7 11 － 8 12 － 10 11 － 7 8 － 11 11 － 6 10 － 12

11 － 9 11 － 7 11 － 6 11 － 9 11 － 7 11 － 7 8 － 11

－ － － － 11 － 3 － 11 － 7

－ － － － 11 － 5 － 11 － 3

7 － 11 11 － 9 11 － 4 9 － 11 11 － 9 11 － 8 12 － 10

5 － 11 11 － 13 11 － 4 11 － 7 11 － 5 11 － 8 11 － 7

12 － 10 11 － 4 9 － 11 11 － 4 11 － 9 11 － 8 11 － 4

9 － 11 9 － 11 12 － 10 11 － 2 － － －

－ 11 － 8 － － － － －

11 － 13 6 － 11 8 － 11 11 － 6 5 － 11 5 － 11 11 － 8

7 － 11 11 － 8 11 － 4 11 － 3 11 － 8 7 － 11 5 － 11

13 － 11 11 － 8 11 － 5 11 － 6 11 － 6 6 － 11 11 － 6

9 － 11 11 － 6 11 － 13 － 8 － 11 － 11 － 9

－ － 10 － 12 － 5 － 11 － －

－ 7 － 11 9 － 11 9 － 11 5 － 11 11 － 5 11 － 7

－ 8 － 11 11 － 6 8 － 11 11 － 5 11 － 9 11 － 6

－ 5 － 11 11 － 3 10 － 12 7 － 11 5 － 11 12 － 10

－ － 11 － 7 － 7 － 11 11 － 6 －

－ － － － － － －

11 － 13 7 － 11 11 － 6 11 － 6 12 － 10 11 － 5 12 － 14

11 － 4 8 － 11 9 － 11 3 － 11 11 － 9 13 － 11 11 － 4

10 － 12 5 － 11 11 － 7 9 － 11 11 － 3 11 － 8 11 － 9

11 － 5 － 11 － 8 5 － 11 － － 5 － 11

9 － 11 － － － － － 11 － 7

－ 11 － 9 8 － 11 12 － 10 11 － 7 12 － 10 5 － 11

－ 7 － 11 11 － 6 11 － 9 11 － 4 8 － 11 7 － 11

－ 10 － 12 11 － 9 11 － 6 11 － 8 11 － 8 7 － 11

－ 10 － 12 11 － 8 － － 11 － 9 －

－ － － － － － －

12 － 10 7 － 11 11 － 6 11 － 9 9 － 11 11 － 8 11 － 8

5 － 11 6 － 11 11 － 5 6 － 11 3 － 11 9 － 11 11 － 4

8 － 11 7 － 11 11 － 6 12 － 14 11 － 7 11 － 6 11 － 5

6 － 11 － － 11 － 8 7 － 11 9 － 11 －

－ － － 12 － 10 － 7 － 11 －

－ 4 － 11 10 － 12 4 － 11 4 － 11 9 － 11 3 － 11

－ 6 － 11 6 － 11 4 － 11 4 － 11 5 － 11 5 － 11

－ 9 － 11 3 － 11 9 － 11 6 － 11 6 － 11 3 － 11

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ 7 － 11 2 － 11 4 － 11 11 － 8 3 － 11 7 － 11

－ 4 － 11 7 － 11 6 － 11 3 － 11 4 － 11 8 － 11

－ 4 － 11 9 － 11 6 － 11 8 － 11 3 － 11 9 － 11

－ － － － 7 － 11 － －

－ － － － － － －

Korea

韓國

1 2 3 4 5 6 7

W / L

KIM Seongjin KIM Seohyun LEE Seungmi YOO Yerin LIM Jisoo BAN EunjungJapan

日本

이 다 은 김 성 진 김 서 현 이 승 미 유 예 린 임 지 수 반 은 정

LEE Daeun

/ 0
AOKI/SACHI

3 0 3 2 3 0

青木　咲智

3 0 3 0 3 0

2

上澤　杏音

1 3

3 2 7

遊佐　美月

1 3 3

6

1

/ 1
UEZAWA/ANNE

3 0 3 0 3 03 2 3 1 3 1

/ 4
YUUSA/MIZUKI

4

髙須賀好詩乃

3 0 3 3 1 31 2 3 3 0 23

3 / 3
TAKASUKA/YOSHINO

1 3 3 1 3 00 3 3 1 0 3

TSUKUTA/MIRUKI

6

桧山　夏望

05

附田美瑠姫

2 3 0

HIYAMA/NATSUMI

1 3 3 1 3 0

/ 4

3 0 3 2 43 3 1 1 3 3 / 3

4 / 23 0 3 1 0 3

YAMAGISHI/YUINA

8

小幡　姫菜

37

山岸　唯菜

1 3 0 2 3 3 0 33 3 0 3 2 1

0 / 6
OBATA/HINA

0 3 0 3 0 30 3 0 3 0 3

3 0 3 19

大久保奈々未

0

/ 3 3 / 6 4

/ 6
OKUBO/NANAMI

W / L 4 / 1 6

3 0 3 0 3 03 0

/ 5 3 / 6/ 5 5 / 4 4



 

Girls Individual Competition ／女子個人戦

11 － 2 11 － 9 11 － 4 11 － 8 11 － 6 11 － 2 －

11 － 8 11 － 4 11 － 7 11 － 8 11 － 8 11 － 9 －

11 － 4 6 － 11 12 － 10 13 － 15 11 － 8 11 － 5 －

－ 11 － 3 － 11 － 6 － － －

－ － － － － － －

11 － 5 13 － 11 11 － 6 8 － 11 11 － 9 7 － 11 －

11 － 8 11 － 4 11 － 8 13 － 11 11 － 6 11 － 8 －

6 － 11 11 － 9 12 － 10 11 － 4 11 － 9 11 － 6 －

11 － 8 － － 11 － 5 － 11 － 8 －

－ － － － － － －

13 － 11 5 － 11 4 － 11 10 － 12 7 － 11 5 － 11 11 － 2

2 － 11 6 － 11 11 － 6 11 － 7 11 － 6 11 － 3 11 － 8

12 － 10 3 － 11 11 － 4 11 － 6 11 － 7 9 － 11 10 － 12

7 － 11 － 11 － 7 9 － 11 11 － 3 11 － 6 11 － 9

9 － 11 － － 6 － 11 － 11 － 6 －

2 － 11 11 － 9 9 － 11 8 － 11 11 － 9 8 － 11 －

7 － 11 8 － 11 11 － 5 7 － 11 2 － 11 8 － 11 －

7 － 11 7 － 11 11 － 9 7 － 11 4 － 11 13 － 11 －

－ 11 － 4 11 － 4 － 6 － 11 11 － 9 －

－ 4 － 11 － － － 12 － 10 －

11 － 2 8 － 11 7 － 11 13 － 11 12 － 10 9 － 11 －

11 － 7 5 － 11 11 － 9 11 － 6 6 － 11 12 － 10 －

11 － 7 11 － 5 11 － 7 9 － 11 11 － 9 12 － 10 －

－ 11 － 9 11 － 5 11 － 7 11 － 9 14 － 12 －

－ 11 － 7 － － － － －

11 － 9 8 － 11 11 － 9 11 － 9 9 － 11 13 － 11 －

5 － 11 9 － 11 11 － 9 12 － 10 11 － 8 11 － 5 －

11 － 13 11 － 13 12 － 14 11 － 6 9 － 11 6 － 11 －

11 － 7 － 11 － 7 － 11 － 2 11 － 13 －

9 － 11 － － － 5 － 11 9 － 11 －

6 － 11 11 － 7 11 － 2 12 － 14 10 － 12 11 － 8 11 － 6

8 － 11 13 － 15 10 － 12 9 － 11 11 － 6 6 － 11 11 － 8

11 － 8 14 － 12 11 － 13 11 － 3 11 － 9 11 － 7 11 － 5

11 － 3 6 － 11 11 － 2 9 － 11 12 － 10 9 － 11 －

4 － 11 7 － 11 7 － 11 － － 4 － 11 －

4 － 11 5 － 11 8 － 11 3 － 11 3 － 11 4 － 11 －

3 － 11 3 － 11 2 － 11 6 － 11 4 － 11 8 － 11 －

2 － 11 5 － 11 8 － 11 11 － 7 9 － 11 6 － 11 －

－ － － 5 － 11 － － －

－ － － － － － －

－ 3 － 11 7 － 11 7 － 11 8 － 11 6 － 11 11 － 5

－ 6 － 11 11 － 13 12 － 14 3 － 11 8 － 11 4 － 11

－ 7 － 11 7 － 11 5 － 11 9 － 11 7 － 11 7 － 11

－ － － － － － 6 － 11

－ － － － － － －

Korea

韓國

1 2 3 4 5 6 7

W / L

KIM Seongjin KIM Seohyun LEE Seungmi YOO Yerin LIM Jisoo BAN EunjungJapan

日本

이 다 은 김 성 진 김 서 현 이 승 미 유 예 린 임 지 수 반 은 정

LEE Daeun

/ 0
AOKI/SACHI

3 1 3 0 3 0

青木　咲智
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第 27 回 日本・韓国 junior 交流事業日韓卓球交流大会 韓国開催に参加して 

 

韓国開催団長 全国高体連卓球専門部  塚田博文 

近年、ロシアとウクライナの長期にわたる戦争に併せ、イスラエルとパレスチナ自治区ガザを実効支配するイ

スラム組織ハマスとの大規模衝突が深刻な社会問題となっています。新型コロナウイルス感染症拡大により、3

年間中断していた本事業ですが、４年ぶりに日本、韓国、両国での開催が復活し、韓国遠征での団長として参加

させていただきました。 

今回は韓国の最南に位置する済州島で開催されましたが、済州島は温暖な気候で、マリンスポーツも盛んなた

め、多くの外国人が観光に訪れる場所です。選手たちには，卓球の技術向上は勿論ですが、韓国選手と友好を深

め、お互いを尊重し、友情を育んでいくことも目的の一つであり、これが、世界平和に向けた第一歩になるんだ

という話を結団式で選手に伝えました。 

韓国では、Park Ilsoon 中高卓球連盟会長、韓国ジュニアナショナルチーム総監督の Cho Yong Soon さんをは

じめ多くのスタッフが温かく日本選手団を迎えてくれ、私自身、いろいろなことを学ぶことができました。韓国

は、卓球協会登録者数が 2,000 人程しかいないそうです。日本は 30 万人を超す登録があるのに、どのように組

織運営を行っているか尋ねたところ、企業のバックアップに頼るところが大きいという回答でした。また、2,000

人の実態は、エリート選手のみの数であり、一般愛好者数は日本と同じ位いて、その数には含まれていないとの

ことです。韓国では、エリート選手が参加しない愛好者だけの大会が各地で盛んに開催されるなど、卓球人気は、

伸びてきているとのことです。韓国スタッフは、日本のジュニア強化システムに関心を示し、エリートアカデミ

ーや T リーグについて、いろいろな質問を受けました。それぞれの文化や歴史によって、強化や普及の方法が違

うことがわかりましたが、学校部活の地域移行が模索されている今日、韓国システムは大いに参考になると実感

しました。 

今回の交流事業はスタッフ・選手の友好を育むとともに，お互いの良い点を学び、切磋琢磨する素晴らしい機

会となりました。今後も、両国の友好及び競技力の向上に寄与する事業として発展することを願っています。終

わりに、本事業を開催するにあたりご協力いただいた（公財）日本オリンピック委員会、（公財）日本卓球協会、

大韓民国卓球協会、チェジュ市卓球協会の関係各位に厚く御礼申し上げ、報告といたします。 

 

韓国開催総務 全国高体連卓球専門部 藤井 健 

 ２７回目を数える日本・韓国ジュニア交流大会に、今回総務として参加させていただきありがとうござい

ました。本年度は大韓民国済州島において１０月２４日（火）～２９日（日）の日程で開催され、特に大き

な事故や病気もなく無事に全日程を終了することができました。実に４年ぶりの海外遠征になり、日韓両国

にとっても有意義なものになったと思います。 

 ２４日に関西空港において出国手続きを終わらせた後結団式を行いました。塚田団長から本事業に対す

る心構え等を話していただき、監督紹介や注意事項等を確認して移動を開始しました。金浦空港で国内線に

乗り換えることになっていましたが、移動時間等が４０分ほどしかなくギリギリでの移動になりました。何

とか乗り換えを終え、夕方無事に済州島へ到着できました。済州空港では韓国スタッフに出迎えていただ

き、夕食後にホテルに到着しました。夜はスタッフミーティングを行い、明日からのスケジュール等につい



て話し合いました。翌２５日より開会式、写真撮影を行ったあと練習を約１時間行い、試合を開始しまし

た。試合は総当たりリーグ戦を３日間で２回行い、最後に７名同士による団体戦を行いました。試合の結果

につきましては割愛させていただきます。最終日の２８日は観光を行い、済州島の各地をまわりました。食

事等とてもおいしいものを提供していただきとても満足するものでした。韓国チームのご厚意に深く感謝

いたします。 

 今回全体を通じて、韓国チームの意識の高さでした。韓国の選手選考については国内予選会を行っている

ためジュニアのトップ選手ばかりであり、そのため試合に対しての意気込みが日本選手と比べてとても高

かったように感じました。その意識の違いが試合結果に出てしまったのではないかと思います。競る試合は

とても多いのですが、２－２のフルセットの試合はことごとく負けてしまいます。圧倒的な力の差は感じら

れませんでしたが、最後の勝負強さ等は見習わねばいけないと思いました。 

 最後に、大会運営にご尽力くださいました韓国卓球協会、済州市卓球協会の方々をはじめ、今回選手派遣

にご協力いただきました各学校の監督に感謝するとともに、(公財)日本オリンピック委員会、(公財)日本卓

球協会の皆様に厚く感謝申し上げます。 

 

韓国開催男子監督 森 雅幸（白子高校） 

昨年度に引き続き日韓ジュニア交流会が開催され、今回は 4 年ぶりに韓国側でも開催していただいたこ

と、まだまだ指導者として未熟な私にこのような責任のある役割を与えてくださったことに感謝していま

す。 

私自身初めての代表監督・海外遠征ということもあり、何ができるのかを色々考えました。その中で選

手たちには一度限りの経験で終わることなく、「持続可能な強化を目指すこと」すなわち「何か一つでも

学び、母体チームに帰ってからも取り組める課題を見つけること」を目標にして交流会をスタートしまし

た。そのため、事前に母体チームでの様子を確認し、母体の指導者が今回の交流会で選手や監督に求める

ものを聞き取らせていただきました。普段の行動やプレーの問題点、現在取り組んでいる課題などを伺

い、交流会で何かヒントにつながればという思いで準備をしました。 

第 1ラウンドはお互い緊張感もあり、手の内を探り合いながらの慎重な試合が多くありました。U19 の

世界ランク保持者が 9名中 8 名で海外大会経験者が豊富な韓国チームに対して、初めて海外遠征を経験す

る者が半数の日本チーム。経験の浅さからくる試合序盤のミスを見逃さずに得点を重ねられ苦しい展開が

多くありました。それでも粘り強く戦いフルセットまで持ち込みますが、最後の場面での戦術が少なく、

相手の待ちにつかまり強打をされ負けてしまいました。 

第 2ラウンドは相手の選手の特徴や勝負所での戦術などを選手間で話し合い、後半の戦術を考えまし

た。しかし、韓国チームの対応スピードも早く、サーブ・レシーブに慣れられてしまってからの展開は得

点には繋がりにくく、第 2 ラウンドも大幅に負け越してしまいました。 

団体戦では、1 試合目には個人戦で負けている選手と当たって 1-6 で負け、2試合目は 3－3のフルセッ

トまで持ち込みましたが、相手の強気なプレーに押し切られて敗北しました。 

3 日間で 20 試合というハードなスケジュールで、集中力を持続することも大変だったと思いますが、

チーム全体で士気をあげながらやり抜くことができました。コーチングの面では、7 台に全ての日本選手

が入りレベルの高い試合が行われましたが、事前調査を行っていたこともあり、ポイントを絞って試合を

見ることができ、アドバイスに繋げることができました。 



結果として個人・団体ともに韓国チームに大幅に負け越してしまいました。私が感じた韓国選手の特徴

は、①サーブの回転量が多い②チキータの種類が多い③カウンターの安定性が高い④バックハンドが正

確。今までの韓国のイメージはフットワークを活かしてフォアハンドで強打を打ち込むイメージでした

が、あまり回り込みを使わず、両ハンドでパワーボールを打ち込んでから得意のフォアハンド強化に繋げ

るという展開が多く、得点力が高かったです。 

また、対応力という面で日本人よりも反応が早く、同じパターンでの得点を許してくれず、サーブの配

球なども工夫の幅が広かったです。これはジュニア世代から海外と戦っている経験値の差であると考えら

れます。この差を埋めるには日本の選手も勝負所での戦術を活かすために、試合序盤の構成を考え、相手

の印象を操作するための戦術をとるような深いところまで考えてプレーができるようにならなければいけ

ないと思いました。 

今回の日韓交流会に参加して、やはり「百聞は一見にしかず」と感じ、私自身のコーチングも選手の技

術・戦術レベルも経験しないと得られないものがあると実感できた交流会でした。選手達がこの交流会で

一つでも多く学び、母体チームでの練習に活かし、世界で戦える選手になってくれることを期待していま

す。また、このような機会を与えていただいた関係者皆様に感謝を申し上げ、私自身も今回の経験を活か

して世界で活躍できるような選手の育成を行なっていきたいと思います。本当にありがとうございまし

た。 

韓国開催女子監督 神谷卓磨（愛み大瑞穂高校） 

改めて、本交流大会開催に伴いご尽力いただいた日本卓球協会、全国高体連卓球専門部、韓国卓球連盟関

係者の方々に深く感謝いたします。 

私自身、２０１７年に韓国済州で開催された交流会に参加して以来２度目の参加となるが、この交流会は

公式の国際大会とは違い、卓球の経験値だけでなく国際交流を含めた様々なプログラムが行われ、高校生に

とって非常に貴重な場であると感じている。特に今交流大会において以下２つの事項に意識して取り組ん

だため報告いたします。 

① 心と体の健康に努め、充実した大会にすること。 

今交流大会はコロナ化を乗り越え、４年ぶりに韓国で開催された。高体連では日韓交流大会以外の行事に

おいても中止や延期が相次ぎ、海外経験を積む機会を失っていたため、経験に乏しい選手が多い状況だっ

た。その為にも海外生活の中で、食事や睡眠の重要性を話し合い、「心と体の健康」を一つ目のテーマとし

て取り組んだ。食事ではなるべく選手と同じ卓で取ることで、十分な量を食べることができているか観察を

行った。選手とコミュニケーションを取りながら食事を楽しむことで、比較的積極的に食事を取る雰囲気の

中で栄養管理ができていたのではないかと感じる。しかし、事前にイメージしていた以上に選手たちは疲労

を感じ、慣れない環境の中でベストのコンディションを整えることの難しさを痛感したのではないかと思

う。その中でも、結果的にこの１週間を健康に過ごしきることができたことに対しては評価をしている。 

② 国際理解を深め、今後世界を舞台に活躍したいという意識を持った選手の育成。 

 二つ目にテーマとして考えたことは、「海外へ行くこと＝楽しい」と選手たちに感じさせることである。

海外に不安や恐れを感じることもあるが、本交流大会から国際交流の素晴らしさを感じ、「また日本代表に

選ばれたい。」「将来、海外で活躍する選手になりたい。」という思いを育みたいと考えた。特に日韓の関

係性をニュースで見聞きするだけでは、韓国という国が日本を敵視しているイメージを持たれがちだが、実

際は交流してみると非常に友好的な対応ばかりだった。韓国スタッフの方々は、常にこちらに気配りをして



いただき、韓国選手は日本に興味を持ち、様々な質問をする場面が多々あった。こうして若者が実際にその

国に訪れ、国際交流を深めていくことは、平和な世界を築く上では必要不可欠である。とにかくこの１週間

は練習中だけでなく、食事や宿舎で過ごす時にも言葉の壁を越えて積極的に韓国選手とコミュニケーショ

ンを取ることを意識させた。日を追うごとに選手同士の距離が縮まっていったと感じ、最終日には、団体戦

後にお互いユニフォームの交換をするなど、友好的な姿が見られたことは大変うれしく感じている。 

以上のことから、選手たちの成長する姿が見られたことは、本交流大会が充実したものであったと確信す

る。卓球の技術的な部分では、日本選手は相手を崩して点数を取ろうとするのに対して、韓国選手はしっか

りと打ちきって点数を取ろうとするなどそれぞれの国の違いが垣間見られ、韓国卓球から日本女子選手が

学ぶべき事柄が多くあった。今後、高校卓球界の成長、発展のためにも本交流会において私自身が感じたこ

と、学んだことを母体に持ち帰り、指導にも活かしていきたい。 

 

北村悠貴（白子高校） 

日韓交流事業に参加させていただきありがとうございました。 

普段試合することのない海外の選手と試合することができ、とても良い経験ができました。 

また、今回の韓国との交流会で参加した日本代表の選手はすごく強い選手ばかりで日本選手からもたく

さんの刺激をもらいました。 

初めて海外に行き、コミュニケーションを取ることの大切さや難しさを学びました。日本では言語の壁

を感じずに生活ができていますが、海外に行くと想いを伝えることも、頼み事をすることも英語を使わな

いと伝わらないことがすごく大変でした。 

卓球の面では準備体操から日本と韓国の違いがあり、勉強になりました。実際に試合をしても、今まで

に受けたことのないようなボールや想定外の戦術など自分の成長につながることがたくさんありました。

日本で通用しない部分は、レベルの高い韓国の選手にはもっと通用しなかったので、自分の課題がより明

確に分かりました。 

一方で日本選手に通用する技術が韓国選手にも通用する部分があり、逆に日本選手にあまり通用しなく

ても韓国選手には通用する技術もあり、プレーの戦術の幅は遠征前よりも確実に広がりました。 

 今回このような交流会に参加させていただき本当にありがとうございました。韓国の監督・選手のみな

さん、日本の団長、監督、スタッフの方々。交流会に関わっていただいたすべての方に感謝しています。

今回の交流会で経験したことを母体に帰ってからの練習や日常生活で活かし、人間性・競技力ともに成長

していきたいと思います。 

 

鈴木柊平（遊学館高校） 

私は、今回は第 27 回日本・韓国 junior 交流事業 2023 日韓卓球交流大会に参加させて頂き、普段試合

する事のない海外の選手と試合する事ができ、とてもいい経験になりました。また、今回の競技会に日本

代表として参加した選手もとても強い選手ばかりで、日本代表として参加した選手達からも刺激を受ける

ことができました。 

初めて韓国に行き、韓国の選手と交流をして日本との文化の違いやコミュニケーションの大切さを学び

ました。普段の会話も英語を話さないと会話が出来ないなど、色々なところで国際交流の難しさを学ぶこ

とが出来ました。 



韓国選手の試合前のストレッチやウォーミングアップ、練習、試合を見ていて、日本選手とは少し違っ

た練習をしている時もあり、試合の中でのプレーや戦術・勝負所でのサービスやレシーブなど参考になる

事や自分のプレーに取り入れたいと思うところが沢山ありました。また実際に試合をする中で韓国の選手

に通用すると思ったプレーやここは通用しないと思ったプレーがあり、韓国選手を始め海外の選手に勝つ

為に必要な技術や戦術が分かってきました。逆に韓国選手にも通用した両ハンドドライブ、技術や戦術は

自分の長所だと思うのでこれからもその部分を伸ばしていきたいなと思います。 

今回はこの第 27回日本・韓国 junior 交流事業 2023 日韓卓球交流大会の開催や運営をしてくださった

多くの韓国の方々、日本人選手をこの７日間を安全に見守ってくれた神谷先生、森先生、塚田先生、藤井

先生にもとても感謝をしています。今回の大会で経験したことや課題を母体に帰ってからの練習でも活か

し、これから行われる県の新人大会、全日本選手権で良い結果を残せるよう 1日 1 日の日々の練習を大切

にし、更に上を目指して頑張っていきたいと思います。ありがとうございました。 

 

谷本拓海（育英高校） 

 今回の日韓ジュニア卓球交流会に参加して感じたことは、韓国の選手はストップやループなど細かい技

術やつなぎのボールが高くいつもは入っているボールをミスしたり、つなぎのボールでも強打できなかっ

たりして、簡単には点数を取らしてくれないと感じました。そして勝負所になると、レシーブからチキー

タなどで勝負を仕掛けにきて、そのボールの精度が高く、１本欲しいところで点数がとれないと感じまし

た。逆に自分が勝てた理由はサーブで相手の待ちを外し、少し甘くなったボールを３球目から仕掛けて先

手を取る。また、相手の打球を読みカウンターや強打ができた時は勝つことができました。自分の展開に

なったときの得点力は世界の選手にも通用すると感じ、自信につながりました。団体戦ではエース２人に

勝つことができ、とても嬉しかったです。 

 韓国の選手から学んだことを今後の練習で活かしていき世界の舞台で活躍できるようにしたいです。今

回は参加させていただきありがとうございました。 

 

薜 大斗（遊学館高校） 

今回の日韓交流を通しての良かった点と反省点とこれから練習していきたいことの 3 点が見つかりまし

た。まずは良かった点は最後まで集中力を切らさずにしっかり試合に取り組めたところが良かったところ

だと思います。ですが森先生に言われたように一本一本に集中するのはすごい事だけどもっと試合の一手

先を読み、競った時にどうしようなどの先をもっと読む事も大切だなと思いました。次は反省点なのです

がまずはチャンスボールミスがすごく多かったなと自分でも感じておりなぜチャンスボールをミスしてし

まうかというとやはり戻りが出来ていない所にあると思います。戻りが出来ていなくてしっかりとした体

制で次のボールが打てていないのでミスをしてしまっています。また自分がレシーブの時に多くチキータ

をやるのですがその時に上回転チキータしか試合で使えていないので相手が縦回転系のサーブを出して来

た時にどうしても上回転だけじゃネットミスが多くなってしまうと思うので、もっと下回転チキータや横

回転チキータなどを試合でも使えるようになっていかなければならないと思いました。 

最後にこれから練習しなければいけない事は下回転打ちの練習をまずはやらなければいけないと思いま

した。やはり下回転打ちはサーブ 3 球目などで絶対に多く必要になってくる技術の一つだと思うので下回

転打ちがすごく必要になってくると思います。またその時にフォアドライブでは振り抜きをもっと意識し



て打つことでもっと質の良いボールが打てると思います。二つ目は先程も言ったようにチキータの種類や

質をもっと上げる事だと思います。相手の回転に合わせて下回転チキータなのか横回転チキータなのか上

回転チキータなのかをもっと幅を広げたいと思います。今回の日韓交流では自分に合ったアドバイスや言

葉をくれてありがとうございました。 

 

菅沼翔太（愛工大名電高校） 

 この度は第２７回日本・韓国ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、本当にありがとうございま

した。 

 今回の遠征で感じたこと、韓国選手は戦術の組み立てがうまく、こちらが少しでも対応が遅れると攻め

られてしまうため、常に頭を使い、なるべくこちらが先手を取れる組み立てを考えなければならなかっ

た。その中で組み立ての発想力や相手の逆をつくためのサーブの工夫などができるようになりました。ま

た、韓国選手はサーブの質（長さ、回転）が高く、ドライブの回転量や伸びがすごく、実際にそれを受け

て質の高いボールに対する対応力も付けることができました。そして今回の合宿で一番強く感じたこと

は、今までのプレースタイルでは「自分中心」になっており、相手のことを考えていなかったと気付きま

した。今回の試合では、相手が自分の何をやりにくそうにしているのが、何が効果的なのかを意識し、後

半の勝負所で相手は何で勝負してくるのかを考えることが大切だと感じました。 

 今回は小学生以来の海外遠征でどこまでできるか不安でしたが、たくさんのことを経験でき、とても充

実した期間を過ごすことができました。今回の課題を日々の練習に活かしこれからもがんばっていきたい

と思います。本当にありがとうございました。 

 

武智颯汰（育英高校） 

 この度は第２７回日本・韓国ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、本当にありがとうございま

した。私にとって日本代表として海外で試合することが初めてだったので、とても良い経験になりまし

た。 

 卓球面で韓国選手は全ての技術の精度が高く特にサーブ・レシーブの質が高かったです。サーブは回転

量が多くストップができず、レシーブはチキータの精度が高く、なかなか主導権を握ることができません

でした。ラリーまで持っていくと点数がとれたのでそこは自信になりました。他には、対応力と予測能力

のレベルが高く、２回同じミスはせず、１球１球意味のあるサーブを出して３球目５球目を待っていたの

で参考にしたいです。私はフルセットになった試合が９試合あったのですが、３勝しかできず勝負所の弱

さが課題となりました。練習からもっと緊張感を持って取り組んでいきます。 

 生活面では初めて海外選手と行動を共にして短期間でしたがとても仲が深まりました。ジェスチャーや

英語、そして表情で自分の気持ちを分かりやすく伝えることができました。 

 今大会で世界に勝つにはまだまだレベルアップしないといけないと感じました。 

 このような素晴らしい機会を作っていただいた関係者の方々に感謝いたします。本当にありがとうござ

いました。 

 

 

 



古山和弥（三浦学苑高校） 

今回の交流会を通して自分が得たものはまず自分は国を超えて試合をすることが初めてだったため世界

で戦っている外国人の強さを知ることができました。そして 1週間を通してどのような生活をし、どのよ

うな行動をしているのかが分かりました。 

試合の中で自分が感じたのは韓国人が強い理由には負けず嫌いなところだと思いました。たった一回の

負けでものすごく悔しがっている光景を見ました。そして試合でも競ることができても競った場面でも粘

り強く、負けず嫌いなところからだと思いました。技術的には韓国人はみんなサーブから 3球目や深くつ

っついて打たせてカウンターなどある程度のパターンを持っていると思いました。その中でも自分から点

数を取る技術や、ラリー力などを持っていると感じました。そして自分は主にサーブからと変化、ラリー

で点数は取れているがパターンのようなものを作っていこうと思いました。そして韓国のトップレベルと

試合をして一本が簡単に取れなく一球一球集中して踏ん張らなければ一点すら取れないということを物凄

く感じました。日本でも上に行けば簡単に点は取れないのでそのことを頭に入れてこれからの練習、試合

に挑もうと思いました。そして試合全体を通して全員パワーがつよく、威力のない人など居なく普段受け

ないようなボールを受けて自分は強く打たれると簡単に崩れてしまうということが分かったので今後は強

打に対してしっかり対処できるようにしようと思いました。そのためには読みや、体感動きの速さ戻りの

速さ対応力など様々な能力の強化が必要だと感じました。 

 

 

遊佐美月（愛み大瑞穂高校） 

この度は、日韓ジュニア交流大会に参加させていただきありがとうございました。韓国選手とたくさん試

合をして、最初は相手の回転量やボールの速さについていけず、なかなか点数が取れなくて自分から無理な

ボールも攻めてしまい凡ミスが多くなり、上手く自分のいつもの試合ができませんでした。ですが、試合数

を重ねるにつれて自分の事だけではなく相手のプレースタイルなども考えて対応しながら試合ができるよ

うになりました。私は今回の試合で相手に攻撃されてからの展開が何もできずかけられ続けて失点してし

まう事が多かったのでこれからはもっと相手にかけられてからの展開でいろんな変化をつけて返せるよう

にしていきたいです。 

 今回の試合での反省、経験を活かしもっと成長できるように頑張ります。今回この試合に携わって下さっ

た関係者の方々、本当にありがとうございました。 

 

高須賀好詩乃（浜松修学舎高校） 

 この度は、日韓ジュニア交流大会に参加させていただきありがとうございました。私自身初めての海外と

いうこともあり、不安が多い中で、先生方のサポートやチームメイトのおかげで今までにない素晴らしい経

験をすることができました。 

 韓国選手は１球１球の質（ボールの回転量やコース）がとても高く、普段の練習では取ることができない

ボールを取ることができました。 

 卓球の技術以外にも「心と身体の健康」が大切だということを教えて頂いたので、母体に帰ってからも今

回学んだことを頭に入れながら、これからもレベルアップに努めていきたいと思います。 私生活では、他

国の分化や環境に触れることができるとても貴重な体験をすることができました。 



 私がこの日韓ジュニア交流大会を充実したものにできたのは、この大会に携わっていただいた多くの方々

の協力があってのものだと思います。素晴らしい交流会を開催していただきありがとうございました。 

 

松元菜音（留萌高校） 

 この度は貴重な遠征に参加させていただきありがとうございました。 

今回の日韓交流試合で気づいたことが２つあります。一つ目は韓国戦と試合をして気づいたことです。韓

国選手は、みんなラリーに強いと感じました。少しコースがずれても体幹がぶれることなく打球でき、戻り

も早かったです。また、コース取りも良く、左右に振り回されることが多々ありました。今後は、左右に振

り回されても対応できることと、ラリーになった時に自分が主導権を握れるように工夫します。 

 二つ目は体調管理です。海外で試合をすることが初めてだったこともあり、体調管理が思っていたよりも

難しかったです。特に二日目以降は、疲れがプレーにも出てしまいました。今後は、いつでも万全の状態で

試合に挑めるようにします。 

 今回の遠征で経験した多くのことを今後に活かしていきたいです。 

 

桧山夏望（横浜隼人高校） 

この度は、日韓卓球交流会の韓国開催に参加させていただきありがとうございました。韓国人選手と練習

や試合をさせていただき感じたことは、１球１球のボールの質が高くフットワークがあり、ラリーでミスが

少ないということです。厳しいコースにきたボールもループなど回転量の多いボールを使って返してきて、

自分もこういう技術を身に付けたいと思いました。次に感じたことは対応力の差です。１回目はサーブが効

いたりして自分の展開を作ることができましたが、２回目はレシーブをフリックに変えてきたり、ラリーで

も自分の苦手なコースにボールを集めてきたりして、なかなか自分の展開を作ることができませんでした。

普段自分は同じ相手に何回も負けたりすることがあるので、今回韓国人選手が変えてきたようなところを

学び、自分の試合に活かそうと思いました。 

 最後に、このような貴重な経験をさせてくださった関係者の皆様、１週間本当にありがとうございまし

た。 

 

山岸唯菜（新潟産大附高校） 

 この度は、日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただきありがとうございました。今回、初めて海外

の選手と試合をし、自分にとってたくさんの経験をする事ができました。試合を通して、技術面では韓国選

手は回転量が多く、ボール一球一球に重みがあり、返すので精一杯でした。その中で、ラリーに行くにつれ

て押されてしまう場面が多く、どうやって得点に繋げられるかを考えるのがとても難しかったです。ラリー

に行く前にどれだけ自分から先手を取れるかが重要だなと感じました。引き出しの部分でも、最後接戦にな

った時に韓国選手の方が冷静に強気なプレーをしてきたので簡単に勝ち切ることができませんでした。私

は今後、強気なプレーを増やすこと、体幹などの体作りにも力を入れていきたいと思います。 

 生活面では、ジェスチャーや英語を使って、楽しくコミュニケーションをとることができました。試合前

の心と体の健康づくりの大切さも教えていただいたので、今後も準備などをしっかりしていきたいと思い

ます。この合宿を経験し多くのことを学べた事はたくさんの関係者の方々のお陰です。素晴らしい交流会を

開催していただきありがとうございました。 



堀江うた（東洋大姫路高校） 

 この度は日韓ジュニア交流合宿に参加させていただきありがとうございました。韓国選手と試合をして

感じたことはブレないフットワーク、フォア―ハンドの威力があると感じました。先に攻められると苦しい

展開になってしまうので、サーブ・レシーブから積極的に攻めることを意識しました。思い切って攻めたと

しても動く範囲が広くコース取りが難しかったです。それでも手応えを感じることもありました。バックハ

ンドドライブは振っていくことで勝負できるところもあったので、そこはすごく自信になりました。 

 韓国選手の中には、東アジア大会団体戦で対戦した選手がいました。５年ぶりに交流できてすごく嬉しか

ったです。体格や容姿だけでなく国境を越えプレーでお互いの成長を感じ取れたので、卓球を諦めずやって

きてよかったと思いました。彼女に負けないように自分の目標に努力したいと思います。この度は貴重な体

験をさせていただきありがとうございました。 

 

岩木仁香（横浜隼人高校） 

この度は、日韓ジュニア交流大会に参加させていただきありがとうございました。韓国人選手はフィジカ

ルが強くてラリーになると優位にたてないと感じました。どんな厳しいコースに送っても、体制が崩れずに

回転をかけて返され、点数に繋げることが出来ませんでした。その反面、日本人選手の方がサーブ、レシー

ブの工夫があり、３球目、４球目での得点率が高いと思いました。 

今後は、サーブ３球目の強化に加え、韓国人選手の特徴の「ラリー力」と「繋ぎのボールの質」「威力」

の３つをテーマに課題に取り組んでいきたいと思います。技術面以外では、韓国人選手との交流で新しい友

達ができました。そして、自分がもっと強くなって国際大会などに出場したいと思いました。 

今回この合宿を通して、色々な事を学べ、吸収することができました。全日本や、全国選抜、インターハ

イまでに課題を克服し、優勝できるよう頑張ります。そして、このような経験ができたのは、沢山の方々の

サポートがあっての事です。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 27 回 日本・韓国 junior 交流事業日韓卓球交流大会 日本開催に参加して 

 

日本開催団長 全国高体連卓球専門部 宗片信一 

今年度は宮城県名取市において、昨年に続き日本・韓国ジュニア交流事業が開催されました。昨年の日本

での開催の際に、来年は必ず韓国でも実施したいという話があり、実際に日韓両国での開催が実現し、従来

の姿を取り戻すことができたことを大変うれしく思っています。 

さて、日本開催に先立ち行われた韓国での試合は、韓国選手の勝率が上回り、男女ともに日本チームが負

け越しで交流事業を終えたと承知しています。その流れもあり意気込みを保ったまま韓国チームが来日し、

自信に満ちた雰囲気を醸し出していたように感じました。特に今年は、日本開催後に行われる世界ジュニア

大会に出場する男女のメンバーがほとんど来日していたため、実力的にも高いレベルの選手たちが集まっ

たと思います。 

このような状況もあり、日本選手団もより一層士気を高め、気合を入れ直して試合に参加しました。結果

は男女ともに健闘し、特に女子の戦績においては韓国開催を挽回すような試合運びで、勝率も大きくアップ

しました。全体を通して思うことは、韓国選手との多少の体格差があり、パワーなどラリーでの不利があっ

たと感じています。しかし、サーブ・レシーブから先手を取り有利に試合を進めていくことで対応し、得点

につなげる展開も多く見られました。このことから改めてサーブ・レシーブの重要性を再確認したところで

す。 

この度の強化事業もそうですが、最近の韓国、中国等の選手は日本と対戦する際に以前にも増した気迫を

感じることが多くなりました。具体的にはレベルの高い選手を派遣し、チーム全体の技術の向上や一丸とな

ったパワフルな応援等にもその様子がわかります。日本も現状を冷静に分析し、海外選手から学ぶべきこと

を吸収し、それを超越するためには何が必要なのかを見極め技術を磨いていくことが望まれると感じまし

た。このように両国が刺激し合い、お互いを高めあうことが重要であり、交流を続けることが今後の卓球界

の発展にもつながるものと思います。卓球を通じてお互いを理解し、共に成長していくためにも重要な機会

であったと捉えています。 

今回、日韓ジュニア交流事業が滞りなく進行し成功裏に終了できたこと大変感謝しております。事業実施

に際し手続き等をしていただいた公益財団法人日本卓球協会の皆様、地元委員長としてご指導いただいた

太田先生他多くの方々にサポートいただきましたこと、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

今後の事業・選手強化指導において、より一層気を引き締めて進めていきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

 

日本開催総務 全国高体連卓球専門部 細川健治 

 「日本・韓国卓球 Junior 交流大会２０２３日本開催」に総務として参加する機会をいただきました。コ

ロナ禍の間に全国高体連卓球専門部事務局員となり、海外交流事業はほとんど中止となっていたため今回

が初参加で不安を抱えておりましたが、団長の宗片先生をはじめ、男子監督の植木先生、女子監督の岸先生

は何度も経験されていらっしゃるので、安心して勉強させていただくつもりで参加しました。また、地元宮

城県役員の先生方も旧知の方々のため、相談しやすく心強い限りでした。 

 試合に先立って行われた栄養指導では、選手の食事摂取量が少ない傾向にある、意識して多く食べること



を学びました。バランスよく食べることはもちろんですがアスリートとしてはもっと食べることで、力強い

体づくりにもつながると特に韓国選手と比較した日本選手全般にいえることと思います。 

 日本選手はもちろん韓国選手団も国を代表する選手で、自律している部分が多く、深刻な体調不良者やケ

ガもなく無事終えられたことに安堵しています。韓国選手団と日本選手団も交流も日に日に深まり、卓球を

する仲間として共に良い影響を与える存在となり得る関係であり、参加者には一生の思い出となる大切な

事業であると思いました。参加した選手の皆さんの今後の活躍を応援していこうと思います。 

最後になりますが、諸々初めてのことで戸惑う私に助言いただいた日本選手団の先生方、太田恭之宮城県

委員長はじめ宮城県高体連卓球専門部の先生方、宮城県卓球協会、日本卓球協会、関係の皆様に感謝を申し

上げ報告とさせていただきます。 

 

日本開催地元総務 宮城県高体連卓球専門部 太田恭之 

 今年の日韓ジュニア卓球交流大会（日本開催）は１１月１２日～１７日の日程で宮城県名取市を会場に実

施させていただきました。第２７回を迎えるこの事業を主管するにあたり、体育館と宿舎の立地、韓国選手

団の移動、日本選手団の集合等を鑑み、会場は名取市民体育館で開催いたしました。実施にあたり早期の段

階からご協力いただきました地元関係者の方々には深く御礼申し上げます。 

 日程としては１２日（日）に集合、１３日（月）には開会式、管理栄養士・大澤先生による食事指導、そ

の後練習、午後から１５日（水）夕方までは試合が行われました。今年は１０月にこの事業の韓国開催が行

われており、日韓両国選手の多くが二度目の顔合わせということで、選手間の交流もすすみ、お互いにより

積極的にコミュニケーションを図る場面が多く見うけられ、選手たちの試合における真剣勝負の顔とはま

た異なる面も多くうかがい知ることができました。「こんにちは」「カムサハムニダ」等、相手国の言葉を

交わしたり、身振り手振りをしたり、またスマートフォンの翻訳アプリの使用は選手・役員を問わず両国選

手団の意思疎通において大いに役立ち時代を感じました。両国の選手には今回交流したことを今後に繋い

でほしいと思います。 

 １６日（木）の研修では、日韓両国の選手・役員に宮城県を知ってもらおうと、まず東日本大震災の「震

災遺構仙台市立荒浜小学校」を見学、ここではとくに韓国役員・選手の熱心な見学姿勢が印象的でした。次

に日本三景の松島へ移動し遊覧船に乗り、五大堂等の散策、食の面でも宮城の名物牛タン・笹かま・焼き牡

蠣・ずんだ等を味わってもらいその後ショッピングで友好を深めました。 

 今回この事業を主管させていただきましたが、競技力向上と両国の交流を深めるという大変意義のある

事業を経験でき、貴重な体験・勉強をさせていただきました。このような事業を一つ一つ重ねることが選手

諸君や両国の明るい将来に繋がって行けたら素晴らしいと思いました。 

 

日本開催男子監督 植木 大(遊学館高校) 

数年ぶりに「日本・韓国卓球 Junior 交流大会２０２３日本開催」の男子監督を務めさせていただきまし

た。 

試合では韓国開催を経験している選手も多く、外国選手へのアレルギーはなかったと感じました。韓国

開催では勝率が悪かったと報告を受けていましたが、課題を修正してきたのか、負け越しはしましたが、

内容のある試合が出来たのではないかと思います。また、 開催地推薦選手も積極的に参加してくれまし

た。 



技術的には、毎回課題になっているサーブ・レシーブの差はなく、パワーの面での差を感じました。体

格面での問題もありますが、トレーニングの意識を高めていかないと、世界では戦えないと感じました。 

交流の面では、お互いに相手国の語学と英語を交えながら楽しく交流できたのではないかと思います。

多感な時期にこのような機会を与えることは、人間としての成長にもつながります。今後もこのような機

会を増やしていくことも強化の一環だと感じました。 

私事になりますが、韓国の CHO 男子監督とは昔ながらの友人です。久しぶりに卓球や家族の話ができ

たことは嬉しく、有意義な時間を過ごせました。報道等で取り上げられている日韓問題は卓球では感じま

せん。スポーツを通して両国がよきライバルとして切磋琢磨していけたらと思います。 

最後になりますが、このような機会をいただいたことに感謝するとともに、開催にあたって、地元宮城

県の専門委員長である太田先生をはじめ、宮城県高体連卓球専門部、日本卓球協会等、関係各位に深く感

謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 

日本開催女子監督  岸 昌宏(横浜隼人高校) 

初めに、日韓ジュニア卓球交流大会日本開催に参加させていただきいただきましたことに感謝申し上げ

ます。開催前から全国高体連卓球専門部の先生方には多くのご配慮をいただきました。期間中は宗片先生に

は団長として統括、細川先生には総務という立場で環境づくりをしていただきました。さらに、いつもなが

ら植木先生には男子チームだけなく、細かいフォローをしていただきました。そして、地元宮城県の太田先

生、大場先生、平先生、佐々先生の丁寧な準備の中、会場設営から審判を高校生が精力的にやっていただい

たからこそ、無事に事業が終えたのだと思います。その他、宮城県卓球協会をはじめ、今回の事業に関係し

てくださったすべての皆様に深くお礼申し上げます。 

さて、今回は、日韓の事業では何度もご一緒させていただいている植木先生や Cho 監督、通訳の Choi さ

んが参加されていることで、スケジュールの調整などは非常にスムーズにすすめられました。また、会場と

ホテルの立地や食事など環境も整っているため、選手はパフォーマンスに専念できているように感じられ

ました。 

試合について、日本選手はサーブ・レシーブや三球目といったラリーになる前の技術がポイントになるこ

とが多く、韓国選手は、安定したフィジカルの強さと基本技術のレベルの高さを感じました。韓国選手の回

転量のある球質や決定打、どこからでも得点ができる粘り強いラリー力は日本選手も見習うべきだと思い

ます。このような両国選手の特徴は以前から感じておりましたが、日本選手にもラリー力のある選手がいた

り、韓国選手もサーブや台上技術の優れている選手がいたりしました。もちろん、強みを生かす育成方法は

大切ですが、弱点を克服する練習は必要です。戦術の幅を広げ、対応力を身につけるためには、長所だけに

目を向けるのではなく、短所にも向き合わなければならないと思います。これは、卓球だけではありません。

今回の栄養指導でも好き嫌いをせず、偏りのない食事をすることが体の成長とコンディションづくりには

必要不可欠であることを、選手は指導されていました。個性を伸ばす時代だからこそ、バランスを大切にし

た指導が求められるのではないでしょうか。 

最後に、今回、最も学ばせていただいた「真剣は伝わる」ということを以下にまとめます。最初にも述べ

ましたが、今回の事業が無事に終えられた大きな要因は宮城県の皆様の力です。それは、参加した生徒の感

想文にもあらわれています。地元の高校生に太田先生をはじめ、各先生方が会場設営や審判の指示だけでは

なく、今回の事業の目的や役割など真剣に話をされていました。その真剣な先生の姿が地元の高校生に伝わ



ったからこそ、審判に手を抜くことはなく、選手よりも早く会場に到着し、選手が会場からいなくなった後

も整備をしてくれました。選手の感想文の中に「宮城」という言葉があることは自然な流れなのだと思いま

す。コミュニケーションの方法が多種多様な時代です。だからこそ、伝えたいことが伝えられないような時

代でもあります。でも、「真剣は伝わる」ということに間違いはないとあらためて勉強させていただきまし

た。勉強させていただいたことに感謝し、指導の現場で生かせるよう努力していきたいと思います。 

 

小野泰和（出雲北陵高校） 

 この度は、日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、ありがとうございました。韓国のトップで

活躍されている選手と対戦させていただき、私にとってとてもいい刺激となりました。母体のチームでは得

られない多くのことをこの交流を通して学ぶことができました。特に私は、競り合ったときの勝負強さや思

いっきりの良さが韓国人選手にはあると感じました。点数が拮抗しているときに、レシーブから積極的に攻

めてきたり、これまでやってこなかったことをしてきたりと、競り合った場面での強さの差を感じました。

実力が同じくらいの選手や少し強い選手とやったときに、思いっきりがないと勝てないということを肌で

感じました。試合だけでなく、集団行動を通して、周りを見て行動することの大切さ、時間を守ることの大

切さを感じました。 

 そして、今回は栄養指導もしていただきました。一人の立派なアスリートになるためには食事にも気を遣

う必要があると再確認することができました。ここで話を聞いて終わりではなく、長い時間をかけて継続し

て取り組めるようにしていきたいと思います。 

 このような素晴らしい交流ができたのも関係者の皆様のおかげだと思います。本当にありがとうござい

ました。ここで見つかった課題を今後の練習で改善していきたいと思います。 

 

北村悠貴（白子高校） 

 今回の日本・韓国ジュニア卓球交流大会に参加させていただいたことは、自分にとってすごく良い経験に

なりました。また、今回の交流大会に参加した日本選手からも、卓球面、行動面で刺激をもらいました。卓

球面では、先月韓国で開催されたときは通用した技術が今回は対応され、圧倒されることも多くありまし

た。その他、韓国選手に比べて、私はパワー、動きの速さ、ミドル処理、台上技術のレベルが低いと感じま

した。行動面としては、もっと時間に余裕をもって行動することや気遣いをするなど人のためになる行動が

できたらよいと感じました。 

 今回の日本・韓国ジュニア卓球交流大会に参加させていただき本当にありがとうございました。日本の団

長、監督、スタッフの方々、韓国の監督・選手のみなさん、交流大会に関わっていただいたすべての方に感

謝しています。 

 今回の交流大会で学んだたくさんのことを母体に帰ってからの練習や日常生活で活かしていきたいです。

これから行われる数々の大会で活躍できるよう、卓球はもちろん、行動面・人間性ともに成長していきたい

と思います。 

 

 鈴木柊平（遊学館高校） 

 今回は、日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただきありがとうございました。宮城県の方々のサポ

ートがあってこのように試合ができたので、審判をしてくださった地元の高校生、運営などに関わった方々



への感謝の気持ちを忘れないようにしたいです。 

 今回は、二度目の韓国人選手との試合で、前回とは、また違った試合ができたと思います。前回に比べて

精神的にも技術的にも多く課題を見つけることができました。全体的には一度負けたら連続で負けたり、大

量リードをしながら逆転負けをしたりすることがたくさんありました。前回とは違い卓球台やボールが日

本の物なので、納得のいく試合が多かったと思います。いつもより何球も返ってくるので、自分が戻ってい

ないと点数をとれないような試合が多いため、いつもよりしっかり粘って打って戻れたと思います。ただ、

プレッシャーのない中でやっていた試合も何度かありましたが、コースなどはその中でも意識できたと思

います。今回、見つかった課題を母体に帰っても練習し続けたいです。これから、全日本や全国選抜、来年

のインターハイなどの大事な大会があるので、そこに向けて今回の経験を生かして上位に食い込めるよう

にしたいです。一日一日の練習を大切にしていきます。最後にこの合宿に参加させていただきありがとうご

ざいました。 

 

谷本拓海（育英高校） 

今回は、日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただきありがとうございました。会場準備や審判員な

どいろいろな面でサポートをしていただきありがとうございました。 

今回の合宿では、韓国開催の時よりも良かった点がたくさんありました。まずは、自分から先に攻められ

たことです。韓国開催のときは、ストップなどに対してダブルストップやツッツキなど相手に打たせてから

の展開が多く、韓国選手のパワーのあるボールに対応できませんでした。しかし、今回はストップに対して

チキータで入ることができ、自分から先に攻めた展開になると自分の点数に繋がることが多いと感じまし

た。二つ目は、自分が守備になったときでも相手の好きなようにさせなかったことです。韓国選手は、攻め

た後の連続攻撃が得意なので、それをさせないために相手の待ちを外したり、低く返したりすることで、自

分が守りに入ったときでも少しは点数に繋がっていたと感じました。 

これからの課題もたくさんありました。一つ目は打った後の連続攻撃の意識が低いところです。自分が攻

めているのに点数をとられていることがすごくもったいないと感じました。二つ目は両ハンドのミスの多

さです。勝っているときでも自分のミスで逆転されたり、自分のミスで点差をつけられたりしたので、一つ

一つの質を上げていくために今後の練習から意識していきたいと思います。 

最後に、この合宿に関わってくださった方々、協力してくださった皆様、本当にありがとうございました。 

 

薜 大斗（遊学館高校） 

 今回の日韓交流で、よかった点と悪かった点とこれから練習していく課題の三つが見つかりました。ま

ず、よかった点の一つ目は、いつもできていないフォアの振り抜きができていたことです。いつもだったら

腕に力が入ってしまい、フォアの振りが途中で止まってしまっているのですが、今回の日韓交流では、フォ

アをしっかり前腕も使って頭の位置まで振ることで回転もかかりました。特にカウンターの質が上がり、軌

道が大きくなるので、振り抜くことを意識していきたいと思います。二つ目のよかった点は、フォアドライ

ブを焦らずに打つところをしっかりためて打つことができていたことがよかった点だと思います。また、三

球目を打った次のボールを急いで打ってしまうことが多いのですが、今回の日韓交流では、しっかり打てた

ので、これをもっと磨いていきたいと思います。 

 悪かった点は、１点取られたら続けて２点、３点とられてしまっているところです。これはよくコーチの



金谷さんに言われていることなのですが、１点とられたら次の１点も考えすぎてしまったり、集中力を欠い

てしまったりしているので、そこが一番の反省点だと思いました。 

 最後は、これから練習をしていかなければならないことです。やはり、フォアドライブをしっかりためて

打つこととフォアの振り抜きがよくできていないので、フォアの練習をもっとやり込まないといけないと

感じました。 

 一週間、自分たちのために準備をしていただき、ありがとうございました。１月にある全日本ジュニアで

は自分の納得のいく結果を絶対に出してみせます。ありがとうございました。 

 

菅沼翔太（愛工大名電高校） 

 この度は日本・韓国ジュニア卓球交流大会に参加させていただきありがとうございました。前回の韓国開

催でも参加させていただきましたが、そのときは韓国選手のボールの質の高さに苦戦し、結果は 10 勝 10

敗と勝ち越すことができませんでした。そのため、今回は勝ち越すことを目標に臨みました。韓国選手はサ

ーブの回転や長さ、コースがわかりづらく、中途半端なレシーブをすると三球目で攻め込まれてしまうの

で、レシーブの質を意識して試合をしました。レベルの高い選手と試合をすると自分でもいろいろ工夫して

相手を崩そうと、組み立てをいつも以上に考えてプレーできました。今回の合宿を通して反省するべきこと

や課題がたくさんありますが、反対に自信になることもありました。バック対バックのラリーは得点率が高

く、自分の得意なラリーでの粘り強さもよくできたと思います。しかし、台上での細かいプレーや相手に先

にかけられたとき、伸ばして返球することやカウンターの安定感がまだなので、細かい技術や打たれたボー

ルへの対応力も上げていかなければならないと思いました。 

 今回は結果的に 10勝 5敗と目標である勝ち越しを達成することができました。このような経験ができた

のは全国高体連卓球専門部の皆様、地元宮城県の関係者の方々のおかげだと思います。感謝の気持ちを忘れ

ず、これからも努力していきます。ありがとうございました。 

 

武智颯汰（育英高校） 

 この度は第 27回日本・韓国ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、本当にありがとうございまし

た。韓国選手はフォアハンドの精度が高く、特にハーフロングを打つことがとても上手いです。ラリーで点

数をとろうとすると苦しい展開になるので一発で抜ける力強いフォアハンドが打てるようになりたいです。

また、韓国選手は回転量のあるループドライブの質が高いです。低くて浅いのでカウンターができず、ミス

をするか、入れることしかできなくなってしまうので、とても苦労します。相手にミスをさせる技術の精度

が高いので自分も、その部分の質を上げていきたいです。フィジカル強化も取り入れて韓国選手のようなパ

ワーボールを打てるようになりたいです。 

 さらに、今回は、栄養指導もしていただき、６つのお皿でバランスよく食べることや不足している物を知

り、普段自分が食べているご飯の量も図りました。乳製品や果物が不足していたり、ご飯の量が少なかった

りしていたので、これからの食事に生かしていきたいです。このような素晴らしい機会をつくっていただい

た関係者の方々、一週間支えてくださった宮城県の方々に感謝いたします。本当にありがとうございまし

た。 

 

 



津田智貴（古川学園高校） 

 今回、私は日韓ジュニア交流に地元代表として参加させていただきました。日本、韓国代表の選手と 3日

間、練習や試合をさせてもらう貴重な経験をすることができました。トップ選手は 1 球１球細かい動きや

ラケットの角度調整、そして明確な戦術がありました。体の使い方や打ち方がダイナミックでフットワーク

が優れており、私との大きな違いでした。 

 韓国選手との試合では、最初回転力の強いドライブやスピードについていけず１ゲームもとることがで

きませんでした。2 日目からはスピードに少し慣れてきたため、1ゲームを取ることやデュースになるゲー

ムができるようになりました。特にバック対バックの打ち合いでは良い展開をつくれたのですが、フォアや

ミドルにボールが来た時に体で対応できず小手先だけでボールを打ってしますため、安定せずにミスが多

くなりました。手だけでボールに反応してしまう癖があり、フィジカル面を鍛えなければ、トップ選手のコ

ースやスピードについていけないと感じました。また、試合では一転を早く取りたいという気持ちが強くな

ってしまし、チャンスボールやロビングのボールを打つときにミスが多くでました。県内では打ち抜けるチ

ャンスボールでも、レベルが高くなると回転が強く、高く上がってくるため、自分のコートに深く入ってき

てしまい体を大きく使って強打することができませんでした。この 3 日間ででた課題はフォアの技術と脚

力が足りないということです。それを改善するために３点のフットワークやフォアの連打、ランニングやス

クワットに取り組みたいと思います。 

 最後になりますが、日本代表監督の植木先生はじめ、運営に携わっていただいた役員の先生方、審判員を

してくれた地元の高校生の方々に深く感謝いたします。 

 

秋元 優（仙台育英学園高校） 

今回の日韓ジュニア合宿に地元枠として出場させていただき、ありがとうございます。 

日韓のトップ選手と試合や練習を通じて、自分自身の課題を改めて認識させられる合宿になり、とても有意

義な時間を過ごすことができました。特に私が今後、重点的に取り組まないといけないと感じた課題は 3 つ

あります。 

 1 つ目は両ハンドのドライブの入る確率を上げることです。韓国代表選手や日本代表選手たちドライブが

安定していて、3球目でしっかりと得点を決めることができていました。それに対して私は重要な場面の 3

球目でミスをしてしまい、相手に得点を与えてしまう場面が多々ありました。ドライブの確率を上げていか

ないことには全国大会などの上部大会で勝利を積み重ねていくことはできないと感じました。 

 2 つ目は相手に打たれた時に回転をかけて返すことです。今までの私は相手に打たれた時にただ返すだけ

になっていました。しかし、韓国代表選手はしっかりと回転をかけて返球をして、私はすごくやりづらさを

感じました。自分自身が不利な状況からでも 1 点を取り切ろうとする姿勢や取り切れる技術が私にはない

部分だと感じました。 

 3 つ目はレシーブの返球の質を高めることです。韓国代表選手は低くて深いレシーブやストップでも高い

球にならず、相手が打てない高さで返球することで失点を防いでいました。 

私はストップしようとして高い球になったり、ミスにつながったりしていました。まず台上のレシーブ技術

を練習し、返球の質を高めることで試合を有利運べるようにしていきたいです。 

 以上の 3 つの課題を今後の練習でしっかりと取り組み、克服できるようにしていきたいです。また今回

感じたことをチームに持ち帰り、チーム全体のレベルアップにも繋げていきたいです。最後になりました



が、合宿の運営に携わってくれた先生方や審判など補助を行ってくれた皆さんに感謝いたします。本当にあ

りがとうございました。 

 

青木咲智（四天王寺高校） 

 今回は、日韓ジュニア卓球交流大会の日本開催に参加させていただき、ありがとうございました。今回の

合宿では、生活面でも卓球面でもたくさんのことを学ぶことができました。 

 卓球の面では、WTT ユースの大会や ITTFの大会で試合をする選手がたくさん参加しており、その選手

たちと五日間一緒に卓球に打ち込んで、試合をしたり、練習をしたりして今の自分に足りないものや、もっ

とこうした方がよくなると思うことがたくさん見つかりました。 

 生活の面では、日本と韓国の文化の違いなど、翻訳をしながら交流することができたので面白いことが発

見できました。お互い試合をして、ライバル関係でもありながら、試合を離れるとよい友達として付き合え

ます。共通点も多く面白いことがたくさんありました。自分が卓球も人間力もレベルアップするには欠かせ

ないことをたくさん学ばせていただきました。ここで学んだ経験は母体に帰ってからも活かしてもっと強

くなれるように日々努力を欠かさず、常に全力で頑張っていきます。 

 今回の合宿は、支えてくださった宮城県の方々がいなければ有意義な時間は過ごせませんでした。皆さん

への恩を忘れず頑張っていきます。ありがとうございました。 

 

上澤杏音（香ヶ丘リベルテ高校） 

 今回の日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、ありがとうございました。今回は、自分の課題

をしっかり明確にして試合をすることができました。韓国のジュニアトップ選手と対戦できたので、自分の

戦術や技術の質がどれだけ通用するか、確かめられるとても重要な機会でした。さらに、韓国の選手と交流

することで自分にとってプラスでしかない良い経験ができました。試合では、負け越してもおかしくない選

手ばかりでしたが、自信をもって戦うことができたので良かったと思います。結果は、全体で一敗におさめ

ることができただけでなく、今後の課題も見つかり、自信にも繋がったので良かったです。 

 来年の一月に最後の全日本ジュニアが私の一番大切な試合になるので、今回の課題をしっかり練習し、長

所を伸ばし、短所を少しでも克服できるように日々の練習やトレーニングに全力で励んで、全日本ジュニア

で良い結果を残せるように頑張りたいと思います。 

 最後に、朝早くから会場の準備や審判をしてくださった宮城県の方々に心から感謝しています。ありがと

うございました。たくさんの人と環境に感謝し、人間性からトップ選手になれるよう頑張っていきたいと思

います。 

 

遊佐美月（愛み大瑞穂高校） 

 この度は、日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、ありがとうございました。今回の試合で感

じたことは、韓国選手はラリーがとても強いところです。自分がどれだけ相手を崩しても何とか粘って攻め

返され、点数をとられることがとても多かったです。だから、自分はもっとラリーで点数を取り切れるよう

にしたいと思いました。前回の韓国開催の時と同じ反省をしないように考えて試合をするなどいろいろな

試合展開を作ることができ、いろいろな経験もでき、たくさん学ぶことがありました。 

 そして、今回は栄養の面についての講習会もあり、韓国開催の時とはまた違った経験をさせていただくこ



とができました。今の自分の食事には何が必要なのか、どうやったらバランスのよい食事がとれるのかなど

改めてもう一度、食事の面について知ることができました。今回の結果を活かして、また一から頑張ってい

きたいと思います。このような素晴らしい機会をつくってくださった関係者の方々、本当にありがとうござ

いました。 

 

高須賀好詩乃（浜松修学舎高校） 

 この度は、日韓ジュニア卓球交流大会に韓国開催に引き続き、日本開催にも参加させていただき、ありが

とうございました。 

 まず食事指導では、「６つのお皿」の意味と大切さを学ぶことができました。私は日頃、食生活には意識

して生活しているつもりでしたが、今回の食事指導で改めて考え直したときに自分に足りていない栄養が

いくつかあることがわかりました。今後、卓球をしていく中で身体はとても大切なので、怪我や病気になら

ないような生活を送るために、今まで以上によく考えたいと思いました。 

 卓球の面では、前回韓国選手に全く歯が立たなかったので、前回よりも１勝でも１ゲームでも多く勝つこ

とを目標に試合をしました。韓国選手はラリーに強く、一発の攻撃力もあり、１点をとることがとても大変

でした。その中でもラリーになるまでの、台上からの展開やサーブ三球目、レシーブ四球目からの展開で、

どれだけ自分から先手をとれるのかを意識しました。韓国選手だけでなく、日本選手のプレーからも学べる

ところがあり、とても充実した期間を過ごすことができました。 

 また、時間に余裕をもって行動することや体調管理などの集団行動における大切なことや代表選手とし

ての自覚をもった行動を心がけることで、卓球だけでなく、人間性の面でも成長できたと感じています。 

 この大会を運営するにあたり、協力していただいた多くの方々に感謝をし、これからの成長の糧にしたい

と思います。素晴らしい大会をありがとうございました。 

 

桧山夏望（横浜隼人高校） 

 この度は、日韓卓球交流大会の韓国開催に引き続き、日本開催に参加させていただき、ありがとうござい

ました。 

 今回の合宿では、卓球だけでなく、栄養指導もしていただきました。そこで「６つのお皿」について教え

ていただいたり、普段学ぶことのできないようなことを学んだりすることができました。これを生かし、こ

れからはバランスの良い食事を心がけようと思います。 

 卓球の面では、前回に比べてサーブが効かず、三球目が思うようにできませんでしたが、ラリーになった

ときに、以前よりも多く返球することができました。しかし、自分は韓国選手に比べてサイドに抜かれたり、

同じコースに何本も打たれたりしたときにすぐに体勢が崩れていたので、これからは体幹を意識してプレ

ーしようと思います。また、自分は先に攻撃するよりも相手のドライブに対してブロックやカウンターをし

てからの展開が多いのですが、それでは強い選手やパワーのある選手には勝てないと強く感じたので、自分

が先に攻撃してからの展開も使えるよう、練習しようと思います。 

 最後に、このような貴重な経験をさせてくださった関係者の皆様、六日間本当にありがとうございまし

た。 

 

 



山岸唯菜（新潟産大附高校） 

 この度は、日韓ジュニア卓球交流大会韓国開催に引き続き日本開催にも参加させていただき、ありがとう

ございました。 

 食事指導では６つのお皿の大切さ、主食を摂ることの重要さを教えていただきました。１回の食事で６つ

のお皿を揃えるのは難しいので、補食などで補えるように今後の食事のバランスを意識していきたいです。

主食をしっかり食べないと怪我や集中力が低下してしまうのでたくさんご飯を食べるようにしたいです。 

試合では、今回、韓国開催での反省を踏まえて試合に臨みました。韓国選手とラリーになると回転量の多

く、コースの厳しいボールがたくさんあり、なかなか得点することができませんでした。しかし、今回はラ

リーの中に工夫を入れることで、少しずつ得点を重ねることができました。前回より、成長できたところだ

と思います。これからの改善点としては、ラリー前の先手をとるパターンを練習していきたいです。この合

宿を通して技術面、精神面などたくさんのことを学ぶことができました。このような機会をつくってくださ

った関係者の方々、本当にありがとうございました。 

 

附田美瑠姫（青森商業高校） 

 この度は、日韓ジュニア卓球交流大会に参加させていただき、ありがとうございました。この合宿では、

卓球以外の面で栄養士の方から食事指導をしていただきました。自分の実力を発揮するためには、６つの皿

を意識してバランス良く食べることが大事だと学びました。また、補食で食べたほうがいい物なども教えて

いただきました。今までの食事はバランスを意識していなかったので、これからは意識して食事したり、補

食をとったりしていきたいと思いました。 

また、今回は、韓国選手と練習や試合をすることができ、すごくいい経験になりました。試合では、全勝

を目標にして臨みました。１回目は 3 敗してしまいましたが、２回目は全勝することができました。韓国選

手は回転量が多く、スピードが速く、パワーや威力があると感じました。試合をして、韓国選手に通用する

技術や課題がたくさん見つかりました。卓球以外の場面では、お互いの文化を知ったり、言葉を教え合った

りしました。このような貴重な経験をさせていただき、関係者の方々に感謝しています。ありがとうござい

ました。 

 

小幡 姫菜（聖ウルスラ学院英知高校） 

今回の日韓交流を通して、今までにない貴重な経験をたくさんする事が出来ました。 

 １つ目は技術面です。韓国の選手はストレートの使い方が上手で、クロスを予想して待っているとストレ

ートをつかれ体勢を崩される事が多くありました。相手をよく観察している事がよく解りました。次にレシ

ーブ力が高く、私が出したサービスが少しでも高くなるとしっかりコースを狙って打たり、長いサーブもド

ライブで強打されたりしました。常にチャンスを狙っていく厳しい姿勢は、学ぶべき点でした。また、体幹

が崩れない点も学ぶ点です。質の高いボールを連続ラリーするためには体幹を整え、足腰をしっかり使う事

が大切だと改めて実感しました。さらに、同じリズムでラリーをすると相手に慣れられるので、ラリーに緩

急をつけてチャンスをつくる事も学びました。この他言葉では表せない多くの事を体感することができま

した。ぜひ、この経験を通して、自分の技術をレベルアップさせたいと強く思いました。 

 ２つ目は、日本と韓国代表選手との共同生活です。３日間という短い期間ではありましたが、卓球では高

い技術レベルの選手たちですが、卓球を離れると同じ年代ということで、 



話が合い、卓球以外の話で交流を深めることが出来ました。韓国と日本の代表選手との交流を通して、この

人たちと会える全国や国際大会へ出場できる選手になりたいと強くなる決意をしました。 

 最後に日韓交流でお世話いただいた監督の岸先生をはじめ、日本選手団の先生方、地元宮城県の先生方な

ど関わっていただいたすべての方に感謝申し上げます。この貴重な経験を通して、人間的にも技術的にも成

長したいと改めて思いました。ありがとうございました。 

 

大久保奈々未（聖和学園高校） 

 この度は日韓交流大会に参加させて頂きありがとうございました。今大会に参加させて頂き、自分に足り

ないものがたくさん見つかり、とても良い経験となりました。 

 初日の栄養指導では必要なことを学ぶだけではなく、自分の食生活を見直すきっかけにもなりました。高

校に戻ってからの生活の中で意識的に取り組んでいきたいです。 

 ３日間を通して韓国の選手の体幹の強さや攻撃力の高さを実感しました。どんなボールに対しても体勢

を崩さずに相手よりも一本多く台に落としたり、カットマンの選手でも攻撃で得点したり、一つ一つのプレ

ーの質が高いと感じました。自分はラリーで一本踏ん張ることができず相手よりもミスが多いため、韓国の

選手のように相手より一本多く返せるような体幹の強さや相手を崩してチャンスを作れるようなコース取

りを意識して練習に励んでいきたいです。 

 交流の面ではコミュニケーションをとることの難しさを感じました。しかし、英語やジェスチャーを活用

して輪を広げることができました。 

 また、韓国の選手だけでなく日本代表の選手とも関わる機会を設けていただき、卓球に向き合う姿勢や考

え方をより近くで見ることができ大変勉強になりました。私生活面でも参考になることばかりで自分にと

って大きな経験となりました。 

 今回学ばせていただいた数多くのことをしっかり整理し、今後の卓球や私生活につなげていきたいと思

います。 

 最後に、今大会開催にあたり支えてくださったたくさんの関係者の方々に感謝をしたいです。本当にあり

がとうございました。 

 

 


